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タクシー配車アプリの運用で公正取引委員会が実態調査
特定配車アプリによる寡占や独占
公正取引委員会が調査結果を公表
論 風 一 陣

巻頭特集

片手落ちなタクシー暫定増車制度の怪
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特定配車アプリによる寡占や独占
公正取引委員会が調査結果を公表

巻頭特集 タクシー配車アプリの運用で公正取引委員会が実態調査

　

公
正
取
引
委
員
会
（
委
員
長
＝
古
谷
一
之
・
元
内

閣
官
房
副
長
官
補
・
元
国
税
庁
長
官
）
は
４
月
23
日
、

「
タ
ク
シ
ー
等
配
車
ア
プ
リ
に
関
す
る
実
態
調
査
」
の

調
査
結
果
を
公
表
し
た
。

　

タ
ク
シ
ー
や
日
本
版
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
な
ど
の
配
車

ア
プ
リ
に
対
す
る
調
査
の
趣
旨
と
背
景
に
つ
い
て
、

公
正
取
引
委
員
会
で
は
①
近
年
、
タ
ク
シ
ー
の
供
給

不
足
に
よ
る
移
動
の
不
便
が
生
じ
て
お
り
、
国
土
交

通
省
及
び
規
制
改
革
推
進
会
議
に
お
い
て
、
全
国
の

移
動
の
足
不
足
の
解
消
に
向
け
た
議
論
や
対
策
が
講

じ
ら
れ
て
い
る
、
②
配
車
ア
プ
リ
は
、
タ
ク
シ
ー
等

（
＝
タ
ク
シ
ー
及
び
日
本
版
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
）
の
供
給

不
足
の
状
況
下
で
、
限
ら
れ
た
タ
ク
シ
ー
等
を
効
率

的
に
配
分
し
、
旅
客
の
円
滑
な
移
動
を
実
現
す
る
役

割
を
果
た
す
、
③
他
方
、
配
車
ア
プ
リ
は
、
間
接
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
効
果
が
働
く
デ
ジ
タ
ル
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ

ー
ム
の
一
種
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
配
車
ア
プ
リ
サ
ー

ビ
ス
市
場
に
お
い
て
独
占
・
寡
占
に
至
り
得
る
と
と
も
に
、
利
用
者
と
の
取
引
に
お
い
て
交
渉
上
優
位
な
立
場
に
も
な
り
得
る

―
な
ど
と
指
摘

し
た
上
で
、「
配
車
ア
プ
リ
に
関
す
る
取
引
や
タ
ク
シ
ー
乗
り
場
の
入
構
及
び
乗
車
を
公
正
か
つ
自
由
な
も
の
と
し
、
競
争
を
促
進
す
る
観
点
か

ら
調
査
を
実
施
し
た
」
と
し
て
い
る
。

　

そ
の
上
で
、
公
正
取
引
委
員
会
で
は
、「
タ
ク
シ
ー
等
配
車
ア
プ
リ
に
関
す
る
実
態
調
査
」
の
調
査
結
果
に
基
づ
く
提
言
と
し
て
、「
市
場
に
お

い
て
有
力
な
事
業
者
が
、
自
身
が
提
供
す
る
ソ
フ
ト
メ
ー
タ
ー
を
利
用
す
る
条
件
と
し
て
、
自
身
が
提
供
す
る
配
車
ア
プ
リ
を
併
用
す
る
こ
と
、

又
は
他
の
配
車
ア
プ
リ
事
業
者
が
提
供
す
る
配
車
ア
プ
リ
を
利
用
し
な
い
こ
と
を
タ
ク
シ
ー
事
業
者
に
求
め
る
こ
と
に
よ
り
、
他
の
配
車
ア
プ
リ

事
業
者
の
事
業
活
動
に
悪
影
響
が
生
じ
る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
に
は
、
独
占
禁
止
法
上
問
題
と
な
る
お
そ
れ
が
あ
る
（
抱
き
合
わ
せ
販
売
等
、
排

他
条
件
付
取
引
、拘
束
条
件
付
取
引
等
）
こ
と
」
を
指
摘
し
た
上
で
、「
タ
ク
シ
ー
事
業
者
が
複
数
の
配
車
ア
プ
リ
を
採
用
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
は
、

複
数
の
配
車
ア
プ
リ
が
ソ
フ
ト
メ
ー
タ
ー
と
接
続
で
き
る
こ
と
が
望
ま
し
い
」
な
ど
と
し
て
い
る
。

　

公
正
取
引
委
員
会
に
よ
る
調
査
結
果
は
、
タ
ク
シ
ー
事
業
に
お
い
て
存
在
感
を
増
す
配
車
ア
プ
リ
、
さ
ら
に
は
、
今
後
の
ソ
フ
ト
メ
ー
タ
ー
と

の
一
体
的
運
用
に
対
す
る
、
独
占
禁
止
法
上
の
留
意
事
項
に
加
え
、
そ
の
優
越
的
地
位
を
背
景
と
し
た
、
タ
ク
シ
ー
事
業
者
の
経
営
上
の
不
安
や

懸
念
を
含
ん
だ
も
の
と
な
っ
て
お
り
、
国
交
省
や
全
タ
ク
連
な
ど
で
も
配
車
ア
プ
リ
の
運
用
に
対
す
る
一
定
の
指
針
を
取
り
ま
と
め
る
な
ど
の
対

応
が
必
要
と
な
っ
て
来
そ
う
だ
。

〈
本
紙
編
集
長
＝
熊
澤　

義
一
〉



ヒ
ア
リ
ン
グ
と
ア
ン
ケ
ー
ト
で
調
査

　

公
正
取
引
委
員
会
に
よ
る
「
タ
ク
シ
ー

等
配
車
ア
プ
リ
に
関
す
る
実
態
調
査
」
は
、

昨
年
10
月
か
ら
今
年
３
月
に
か
け
て
、
ヒ

ア
リ
ン
グ
お
よ
び
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
っ
て

実
施
さ
れ
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
対
象
は
、
配
車

ア
プ
リ
事
業
者
（
５
者
）・
タ
ク
シ
ー
事

業
者
及
び
タ
ク
シ
ー
事
業
者
の
事
業
協
同

組
合
（
17
者
）・
タ
ク
シ
ー
事
業
者
団
体
（
１

団
体
）・
適
正
化
事
業
実
施
機
関
（
１
機

関
）・
消
費
者
団
体
（
２
団
体
）・
タ
ク
シ
ー

メ
ー
タ
ー
の
製
造
販
売
事
業
者
（
２
社
）・

鉄
道
事
業
者
及
び
空
港
管
理
者
（
５
社
）、

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
対
象
は
、
全
国
１
７

４
１
の
地
方
公
共
団
体
（
回
答
数
は
１
０

７
２
団
体
）
な
ど
と
な
っ
て
い
る
。

ア
プ
リ
の
間
接
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
効
果

　

公
正
取
引
委
員
会
で
は
、
４
月
23
日
に

公
表
し
た
「
タ
ク
シ
ー
等
配
車
ア
プ
リ
に

関
す
る
実
態
調
査
」
の
趣
旨
に
関
し
て
、

タ
ク
シ
ー
配
車
ア
プ
リ
を
「
特
に
、
タ
ク

シ
ー
等
（
＝
タ
ク
シ
ー
及
び
日
本
版
ラ
イ

ド
シ
ェ
ア
）
の
供
給
不
足
の
状
況
下
に
お

い
て
は
、
限
ら
れ
た
タ
ク
シ
ー
等
を
効
率

的
に
配
分
し
、
ひ
い
て
は
、
旅
客
の
円
滑

な
移
動
を
実
現
す
る
役
割
を
果
た
す
も
の

で
あ
る
」
と
し
た
上
で
、「
配
車
ア
プ
リ

を
運
営
す
る
事
業
者
（
＝
配
車
ア
プ
リ
事

業
者
）
の
間
の
公
正
か
つ
自
由
な
競
争
を

通
じ
て
、
低
廉
か
つ
利
便
性
の
高
い
サ
ー

ビ
ス
が
提
供
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

る
」
な
ど
と
指
摘
。

　

一
方
で
、「
配
車
ア
プ
リ
は
、
間
接
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
効
果
（
＝
あ
る
製
品
や
サ
ー

ビ
ス
の
ユ
ー
ザ
ー
数
が
増
加
す
る
こ
と

で
、
間
接
的
に
そ
の
製
品
や
サ
ー
ビ
ス
の

価
値
を
高
め
る
効
果
）
が
働
く
デ
ジ
タ
ル

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
一
種
で
あ
り
、
特

定
の
配
車
ア
プ
リ
に
利
用
者
（
旅
客
・
タ

ク
シ
ー
等
）
が
集
中
す
る
一
方
で
、
新
規

参
入
が
困
難
と
な
る
傾
向
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
配
車
ア
プ
リ
サ
ー
ビ
ス
市
場
に
お
い

て
独
占
・
寡
占
に
至
り
得
る
と
と
も
に
、

利
用
者
と
の
取
引
に
お
い
て
交
渉
上
優
位

な
立
場
に
も
な
り
得
る
」
と
し
て
、
特
定

の
配
車
ア
プ
リ
に
よ
る
寡
占
・
独
占
に
注

意
を
促
し
た
。

公
正
か
つ
自
由
な
競
争
環
境
の
確
保

　

ま
た
、「
駅
や
空
港
は
、
タ
ク
シ
ー
等

の
需
要
が
集
中
す
る
場
所
で
あ
る
と
こ

ろ
、
配
車
ア
プ
リ
を
利
用
す
る
旅
客
の
利

便
を
向
上
さ
せ
る
視
点
か
ら
は
、
こ
れ
ら

の
場
所
で
の
タ
ク
シ
ー
等
の
利
用
の
場
面

に
お
い
て
、
配
車
ア
プ
リ
事
業
者
間
及
び

タ
ク
シ
ー
事
業
者
間
の
公
正
か
つ
自
由
な

競
争
環
境
が
確
保
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
」

と
も
し
て
い
る
。

　

そ
の
上
で
、
公
正
取
引
委
員
会
と
し
て
、

「
タ
ク
シ
ー
等
配
車
ア
プ
リ
に
関
す
る
取

引
実
態
や
タ
ク
シ
ー
乗
り
場
の
入
構
・
乗

車
の
状
況
等
に
つ
い
て
把
握
し
、
競
争
政

策
上
・
独
占
禁
止
法
上
の
考
え
方
を
示
す

た
め
、
実
態
調
査
を
実
施
し
て
き
た
と
こ

ろ
、
今
般
、
調
査
結
果
を
取
り
ま
と
め
、

公
表
す
る
こ
と
と
し
た
」
と
し
て
い
る
。

差
別
取
扱
い
や
優
越
的
地
位
の
濫
用

　

公
正
取
引
委
員
会
で
は
、「
タ
ク
シ
ー

等
配
車
ア
プ
リ
に
関
す
る
実
態
調
査
」
の

調
査
結
果
に
基
づ
く
提
言
と
し
て
、「
配

車
マ
ッ
チ
ン
グ
の
基
準
等
に
お
け
る
差
別

取
扱
い
・
基
準
等
の
一
方
的
変
更
」
に
関

し
て
は
、
タ
ク
シ
ー
事
業
者
か
ら
の
意
見

と
し
て
「（
配
車
ア
プ
リ
事
業
者
は
）
タ

ク
シ
ー
事
業
者
間
で
の
差
別
的
な
取
扱
い

は
し
て
い
な
い
と
言
っ
て
い
る
が
、
今
後

タ
ク
シ
ー
需
要
が
減
少
す
る
な
ど
し
た
際

に
、
配
車
ア
プ
リ
事
業
者
が
資
本
関
係
の

あ
る
タ
ク
シ
ー
事
業
者
を
優
遇
す
る
の
で

は
な
い
か
と
心
配
し
て
い
る
」
や
「
配
車

マ
ッ
チ
ン
グ
の
基
準
の
変
更
が
開
始
さ
れ

る
際
に
は
、
当
社
の
意
見
を
聞
き
入
れ
る

余
地
は
な
く
、
ほ
と
ん
ど
一
方
的
な
通
知

だ
っ
た
」
な
ど
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
①
市

場
に
お
け
る
有
力
な
配
車
ア
プ
リ
事
業
者

が
、
恣
意
的
に
特
定
の
タ
ク
シ
ー
事
業
者

が
有
利
又
は
不
利
に
な
る
よ
う
に
取
り
扱

う
こ
と
は
、
独
占
禁
止
法
上
問
題
と
な
る

お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
（
取
引
条
件
等
の
差

別
取
扱
い
等
）、
②
配
車
ア
プ
リ
事
業
者

は
、
そ
の
取
引
の
相
手
方
で
あ
る
タ
ク

シ
ー
事
業
者
に
対
し
て
優
越
的
な
地
位
に

あ
る
場
合
に
は
、
配
車
マ
ッ
チ
ン
グ
の
基

準
等
の
変
更
が
、
正
常
な
商
慣
習
に
照
ら

し
て
不
当
に
タ
ク
シ
ー
事
業
者
に
不
利
益

を
及
ぼ
す
場
合
に
は
、
独
占
禁
止
法
上
問

題
と
な
る
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
（
優
越
的

地
位
の
濫
用
）、
③
配
車
マ
ッ
チ
ン
グ
の

基
準
等
は
、
配
車
ア
プ
リ
を
利
用
す
る
タ

ク
シ
ー
事
業
者
の
売
上
に
大
き
な
影
響
を

及
ぼ
し
得
る
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
配

車
ア
プ
リ
事
業
者
は
、
配
車
マ
ッ
チ
ン
グ

の
基
準
等
に
つ
い
て
明
確
化
し
た
上
で
、

こ
れ
を
タ
ク
シ
ー
事
業
者
側
に
十
分
に
説

明
し
て
透
明
性
の
維
持
向
上
を
図
る
と
と

も
に
、
そ
の
基
準
等
を
変
更
す
る
際
に
は
、

タ
ク
シ
ー
事
業
者
側
に
変
更
内
容
を
事
前

に
通
知
し
て
十
分
に
説
明
し
た
上
で
、
変

更
の
通
知
か
ら
適
用
ま
で
の
期
間
を
十
分

に
設
け
る
な
ど
の
対
応
を
採
る
こ
と
が
望

ま
し
い
こ
と

Ｉ
の
３
点
を
「
独
占
禁
止

法
及
び
競
争
政
策
上
の
考
え
方
」
と
し
て

挙
げ
た
。

他
の
配
車
ア
プ
リ
の
利
用
制
限

　

同
様
に
、「
他
の
配
車
ア
プ
リ
の
利
用

制
限
」
に
関
し
て
は
、「
市
場
に
お
け
る

有
力
な
配
車
ア
プ
リ
事
業
者
が
、
配
車
ア

プ
リ
の
利
用
者
で
あ
る
タ
ク
シ
ー
事
業
者

に
対
し
、
配
車
マ
ッ
チ
ン
グ
の
際
に
一
定

の
優
遇
を
受
け
る
た
め
の
条
件
と
し
て
、

『
他
の
配
車
ア
プ
リ
を
利
用
し
な
い
こ
と

を
求
め
る
』
こ
と
等
に
よ
り
、
配
車
ア
プ

リ
サ
ー
ビ
ス
に
係
る
新
規
参
入
者
や
既
存

の
競
争
者
の
事
業
活
動
に
悪
影
響
が
生
じ

る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
に
は
、
独
占
禁
止

法
上
問
題
と
な
る
お
そ
れ
が
あ
る
（
排

2
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他
条
件
付
取
引
、
拘
束
条
件
付
取
引
等
）」

な
ど
と
し
、
独
占
禁
止
法
上
の
考
え
方
を

示
し
て
注
意
を
促
し
て
い
る
。

配
車
ア
プ
リ
と
ソ
フ
ト
メ
ー
タ
ー

　
「
タ
ク
シ
ー
メ
ー
タ
ー
市
場
で
有
力
な

事
業
者
に
よ
る
自
社
配
車
ア
プ
リ
の
利
用

強
制
」
で
は
、
タ
ク
シ
ー
事
業
者
か
ら
の

意
見
と
し
て
「
配
車
ア
プ
リ
事
業
者
が
ソ

フ
ト
メ
ー
タ
ー
を
提
供
し
、
そ
れ
が
広
く

普
及
し
た
場
合
に
、
当
該
配
車
ア
プ
リ
事

業
者
が
提
供
す
る
配
車
ア
プ
リ
の
利
用
が

更
に
増
え
る
可
能
性
が
あ
る
」
と
し
な
が

ら
、「
当
該
配
車
ア
プ
リ
事
業
者

が
提
供
す
る
ソ
フ
ト
メ
ー
タ
ー

に
他
の
配
車
ア
プ
リ
事
業
者
の

配
車
ア
プ
リ
を
接
続
す
る
こ
と

が
当
該
配
車
ア
プ
リ
事
業
者
に

よ
っ
て
拒
否
さ
れ
な
い
か
心
配

し
て
い
る
」
な
ど
を
紹
介
し
な

が
ら
、
独
占
禁
止
法
及
び
競
争

政
策
上
の
考
え
方
と
し
て
「
市

場
に
お
い
て
有
力
な
事
業
者

が
、
自
身
が
提
供
す
る
ソ
フ
ト

メ
ー
タ
ー
を
利
用
す
る
条
件
と

し
て
、
自
身
が
提
供
す
る
配
車

ア
プ
リ
を
併
用
す
る
こ
と
、
又

は
他
の
配
車
ア
プ
リ
事
業
者
が

提
供
す
る
配
車
ア
プ
リ
を
利
用

し
な
い
こ
と
を
タ
ク
シ
ー
事
業

者
に
求
め
る
こ
と
に
よ
り
、
他

の
配
車
ア
プ
リ
事
業
者
の
事
業

活
動
に
悪
影
響
が
生
じ
る
お
そ

れ
が
あ
る
場
合
に
は
、
独
占
禁
止
法
上
問

題
と
な
る
お
そ
れ
が
あ
る
（
抱
き
合
わ
せ

販
売
等
、
排
他
条
件
付
取
引
、
拘
束
条
件

付
取
引
等
）」
な
ど
と
し
て
注
意
を
促
し

て
い
る
。

　

そ
の
上
で
、「
タ
ク
シ
ー
事
業
者
が
採

用
し
よ
う
と
す
る
ど
の
配
車
ア
プ
リ
で

も
、
ソ
フ
ト
メ
ー
タ
ー
と
接
続
で
き
る
こ

と
が
望
ま
し
い
こ
と
」、「
タ
ク
シ
ー
事
業

者
が
複
数
の
配
車
ア
プ
リ
を
採
用
し
よ

う
と
す
る
場
合
に
は
、
複
数
の
配
車
ア
プ

リ
が
ソ
フ
ト
メ
ー
タ
ー
と
接
続
で
き
る

こ
と
が
望
ま
し
い
こ
と
」
の
２
点
を
挙
げ

て
い
る
。

　

タ
ク
シ
ー
配
車
ア
プ
リ
市
場
で
大
き
な

シ
ェ
ア
を
持
つ
大
手
の
Ｇ
Ｏ
が
、
ソ
フ
ト

メ
ー
タ
ー
の
販
売
・
運
用
準
備
を
進
め
て

お
り
、
今
回
の
公
正
取
引
委
員
会
に
よ
る

提
言
は
、
今
後
の
タ
ク
シ
ー
ソ
フ
ト
メ
ー

タ
ー
を
巡
る
状
況
に
も
一
定
の
影
響
を
与

え
る
こ
と
に
な
り
そ
う
だ
。

優
先
配
車
サ
ー
ビ
ス
の
手
数
料

　

タ
ク
シ
ー
配
車
ア
プ
リ
大
手
の
Ｇ
Ｏ
な

ど
が
導
入
し
て
い
る
「
優
先
配
車
サ
ー
ビ

ス
」
に
関
し
て
は
、
タ
ク
シ
ー
事
業
者
の

意
見
と
し
て
「
優
先
配
車
サ
ー
ビ
ス
の
手

数
料
は
全
て
配
車
ア
プ
リ
事
業

者
に
入
る
」
と
し
た
上
で
、「
タ

ク
シ
ー
等
の
需
給
逼
迫
時
に
旅

客
の
優
先
配
車
サ
ー
ビ
ス
の
利

用
に
応
じ
る
形
で
タ
ク
シ
ー
の

配
車
を
行
っ
た
と
し
て
も
、
タ

ク
シ
ー
事
業
者
へ
の
恩
恵
は
何

も
な
い
。
優
先
配
車
サ
ー
ビ
ス

に
係
る
配
車
の
場
合
、（
迎
車

で
）
運
転
者
は
旅
客
の
所
在
地

ま
で
比
較
的
長
い
距
離
を
走
る

こ
と
が
多
い
こ
と
か
ら
、
優
先

配
車
サ
ー
ビ
ス
の
手
数
料
の
一

部
は
運
転
者
に
還
元
さ
れ
る
べ

き
で
は
な
い
か
と
考
え
る
」
な

ど
を
紹
介
。

　

こ
れ
に
、
公
正
取
引
委
員
会

で
は
「
競
争
環
境
の
基
盤
の

確
保
の
観
点
」
か
ら
、「
旅
客

が
需
給
逼
迫
時
に
支
払
う
追
加

額
（
優
先
配
車
サ
ー
ビ
ス
の
手
数
料
）
が
、

タ
ク
シ
ー
等
の
運
賃
な
ど
と
し
て
タ
ク

シ
ー
事
業
者
に
支
払
わ
れ
る
こ
と
に
な
る

こ
と
は
、
タ
ク
シ
ー
事
業
者
の
収
入
の
向

上
に
よ
る
タ
ク
シ
ー
の
供
給
量
の
増
加
に

つ
な
が
る
た
め
、
競
争
環
境
の
基
盤
の
確

保
及
び
旅
客
の
利
便
性
の
確
保
の
観
点
か

ら
望
ま
し
い
」
な
ど
と
す
る
考
え
方
を
示

し
て
い
る
。

　

配
車
ア
プ
リ
事
業
者
は
、
旅
行
業
法
に

基
づ
き
優
先
配
車
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
手
数

料
を
設
定
し
て
い
る
が
、
国
交
省
に
お
い

て
、
道
路
運
送
法
に
基
づ
く
運
賃
・
料
金

と
、
利
用
者
に
と
っ
て
も
違
い
の
分
か
り

に
く
い
、
こ
う
し
た
旅
行
業
法
に
基
づ
く

優
先
配
車
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
各
種
手
数
料

な
ど
の
整
理
も
、
今
後
、
課
題
と
な
っ
て

来
そ
う
だ
。

ア
プ
リ
配
車
車
両
の
乗
り
場
入
構

ま
た
、「
タ
ク
シ
ー
乗
り
場
の
ア
プ
リ
配

車
タ
ク
シ
ー
等
の
入
構
に
関
す
る
公
正
な

競
争
環
境
の
整
備
」
に
関
し
て
は
、「
当

社
は
タ
ク
シ
ー
協
会
の
会
員
で
は
な
い
と

こ
ろ
、
タ
ク
シ
ー
乗
り
場
の
入
構
を
決
定

す
る
同
協
会
の
会
長
で
あ
る
タ
ク
シ
ー
事

業
者
か
ら
タ
ク
シ
ー
乗
り
場
へ
の
入
構
を

断
ら
れ
た
」
や
、「
昔
か
ら
タ
ク
シ
ー
乗

り
場
を
利
用
し
て
い
る
運
転
者
が
タ
ク

シ
ー
乗
り
場
を
仕
切
っ
て
お
り
、
タ
ク

シ
ー
乗
り
場
に
入
構
す
る
と
、
当
該
タ
ク

シ
ー
乗
り
場
を
利
用
し
な
い
よ
う
に
求
め

て
く
る
」
な
ど
の
意
見
を
紹
介
し
て
、「
タ



ク
シ
ー
乗
り
場
の
管
理
者
が
協
議
会
等
に

こ
の
よ
う
な
意
思
決
定
を
事
実
上
委
ね
て

い
る
場
合
に
お
い
て
、
既
に
タ
ク
シ
ー
乗

り
場
へ
の
入
構
が
認
め
ら
れ
て
い
る
タ
ク

シ
ー
事
業
者
が
、
新
規
参
入
の
タ
ク
シ
ー

事
業
者
の
ア
プ
リ
配
車
タ
ク
シ
ー
等
の
入

構
を
不
当
に
妨
害
す
る
こ
と
は
、
独
占
禁

止
法
上
問
題
と
な
る
お
そ
れ
が
あ
る
（
競

争
者
に
対
す
る
取

引
妨
害
等
）」
な
ど

と
指
摘
し
て
い
る
。

　

そ
の
上
で
、「
タ

ク
シ
ー
乗
り
場
の

管
理
者
（
地
方
公
共

団
体
・
鉄
道
事
業

者
・
空
港
管
理
者
）

は
、
一
部
の
タ
ク

シ
ー
事
業
者
に
の

み
入
構
を
認
め
る
、

又
は
タ
ク
シ
ー
事

業
者
ご
と
の
入
構

可
能
台
数
に
一
定

の
制
限
を
設
け
る

際
に
は
、
新
規
参

入
の
阻
害
に
つ
な

が
ら
な
い
よ
う
な

基
準
を
設
定
す
る

と
と
も
に
、
タ
ク

シ
ー
事
業
者
か
ら

の
個
別
の
申
請
に

対
し
て
適
切
に
対

応
す
る
こ
と
が
望

ま
し
い
」
な
ど
と

し
て
い
る
。

乗
り
場
で
の
公
正
競
争
環
境
の
整
備

　

こ
れ
ら
の
他
、
公
正
取
引
委
員
会
の
今

後
の
取
組
と
し
て
、「
タ
ク
シ
ー
乗
り
場

の
ア
プ
リ
配
車
タ
ク
シ
ー
等
の
乗
車
に
関

す
る
公
正
な
競
争
環
境
の
整
備
」
を
挙
げ

て
、
①
多
く
の
駅
前
広
場
で
は
ア
プ
リ

配
車
タ
ク
シ
ー
等
が
乗
車
可
能
で
あ
る

が
、
乗
車
不
可
で
あ
る
駅
前
広
場
も
相
当

数
存
在
し
て
お
り
、
１
３
３
３
カ
所
の
タ

ク
シ
ー
乗
り
場
の
う
ち
、
配
車
ア
プ
リ
で

手
配
し
た
タ
ク
シ
ー
が
乗
車
不
可
で
あ
る

タ
ク
シ
ー
乗
り
場
が
２
３
５
カ
所
（
17
・

６
％
）
で
、
同
じ
く
日
本
版
ラ
イ
ド
シ
ェ

ア
の
車
両
が
乗
車
不
可
で
あ
る
タ
ク
シ
ー

乗
り
場
が
１
４
５
カ
所
（
10
・
９
％
）
と

な
っ
て
い
る
、
②
空
港
の
タ
ク
シ
ー
乗
り

場
等
に
お
い
て
、
旅
客
が
ア
プ
リ
配
車
タ

ク
シ
ー
等
に
乗
車
で
き
る
場
合
と
、
乗
車

で
き
な
い
場
合
が
あ
る

Ｉ
な
ど
と
指
摘

し
た
上
で
、
競
争
政
策
上
の
考
え
方
と
し

て
、「
旅
客
の
利
便
の
向
上
の
観
点
や
ア

プ
リ
配
車
タ
ク
シ
ー
等
と
そ
れ
以
外
の
タ

ク
シ
ー
の
間
の
公
正
な
競
争
条
件
の
確
保

の
観
点
か
ら
は
、
交
通
結
節
点
等
に
お
け

る
管
理
者
（
地
方
公
共
団
体
・
鉄
道
事
業

者
・
空
港
管
理
者
）
が
、
旅
客
や
ア
プ
リ

配
車
タ
ク
シ
ー
等
の
タ
ク
シ
ー
事
業
者
と

い
っ
た
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
、
タ

ク
シ
ー
乗
り
場
に
お
い
て
旅
客
が
、
場
所

的
制
約
の
下
で
も
で
き
る
限
り
円
滑
に
ア

プ
リ
配
車
タ
ク
シ
ー
等
に
乗
車
す
る
こ
と

を
可
能
と
す
る
た
め
の
所
要
の
措
置
を
講

じ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
」
な
ど
と
す
る
、

公
正
取
引
委
員
会
と
し
て
の
見
解
も
示
し

て
い
る
。

配
車
ア
プ
リ
に
関
す
る
取
引
等
を
注
視

　

最
後
に
、「
本
報
告
書
に
お
い
て
は
、

タ
ク
シ
ー
等
配
車
ア
プ
リ
に
関
す
る
取
引

や
タ
ク
シ
ー
乗
り
場
の
入
構
・
乗
車
に
つ

い
て
、
配
車
ア
プ
リ
事
業
者
や
タ
ク
シ
ー

事
業
者
を
対
象
に
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
を
実

施
し
、
ま
た
、
地
方
公
共
団
体
向
け
に
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
た
上
で
、
独
占

禁
止
法
又
は
競
争
政
策
上
の
考
え
方
を
明

ら
か
に
し
た
」
と
し
た
上
で
、「
公
正
取

引
委
員
会
と
し
て
は
、
本
報
告
書
に
お
い

て
示
し
た
独
占
禁
止
法
又
は
競
争
政
策
上

の
考
え
方
の
関
係
事
業
者
等
へ
の
普
及
・

啓
発
を
行
う
こ
と
を
通
じ
、
事
業
者
間
の

公
正
か
つ
自
由
な
競
争
の
促
進
に
つ
な
が

る
よ
う
な
取
組
が
進
展
す
る
こ
と
を
期
待

す
る
」
と
し
て
い
る
ほ
か
、「
引
き
続
き
、

タ
ク
シ
ー
等
配
車
ア
プ
リ
に
関
す
る
取
引

等
に
つ
い
て
注
視
す
る
と
と
も
に
、
今
後
、

独
占
禁
止
法
上
問
題
と
な
る
具
体
的
な
事

例
に
接
し
た
場
合
に
は
厳
正
に
対
処
し
て

い
く
」
と
締
め
括
っ
て
い
る
。

配
車
ア
プ
リ
へ
の
指
針
も
必
要
に

　

公
正
取
引
委
員
会
に
よ
る
調
査
結
果

は
、
タ
ク
シ
ー
事
業
に
お
い
て
存
在
感
を

増
す
配
車
ア
プ
リ
、
さ
ら
に
は
、
今
後
の

ソ
フ
ト
メ
ー
タ
ー
と
の
一
体
的
運
用
に
対

す
る
、
独
占
禁
止
法
上
の
留
意
事
項
に
加

え
、
そ
の
優
越
的
地
位
を
背
景
と
し
た
、

タ
ク
シ
ー
事
業
者
の
経
営
上
の
不
安
や
懸

念
を
含
ん
だ
も
の
と
な
っ
て
お
り
、
国
交

省
や
全
タ
ク
連
な
ど
で
も
配
車
ア
プ
リ
の

運
用
に
対
す
る
一
定
の
指
針
を
取
り
ま
と

め
る
な
ど
の
対
応
が
必
要
と
な
っ
て
来
そ

う
だ
。

4



5

片
手
落
ち
な
タ
ク
シ
ー
暫
定
増
車
制
度
の
怪

　

国
土
交
通
省
は
、
先
に
全
国
を

対
象
に
準
特
定
地
域
に
お
け
る
期

間
限
定
の
タ
ク
シ
ー
暫
定
増
車
枠

を
１
４
６
７
台
設
定
し
て
未
稼
働

車
両
に
よ
る
移
動
の
足
の
不
足
解

消
を
目
的
に
実
施
し
た
が
、
こ
の

暫
定
の
増
車
制
度
そ
の
も
の
が
運

輸
行
政
に
よ
る
タ
ク
シ
ー
不
足
対

策
と
し
て
、
い
か
に
も
”や
っ
て
い

ま
す
“的
な
演
出
に
終
始
し
、
は
た

し
て
暫
定
期
限
が

切
れ
る
１
年
後
に

実
効
が
上
が
っ
て

い
る
か
大
い
に
疑

問
で
あ
る
。

　

暫
定
増
車
制
度

の
目
的
が
、
未
稼

働
車
両
の
補
完
に

よ
る
移
動
の
足
の

確
保
と
い
う
の
だ

が
、
こ
の
と
こ
ろ

都
市
部
を
中
心
に

タ
ク
シ
ー
不
足
の

解
消
が
進
ん
で
い

る
ば
か
り
か
、
そ

も
そ
も
未
稼
働
車
両
の
存
在
と
タ

ク
シ
ー
不
足
と
の
因
果
関
係
は
開

示
さ
れ
て
い
な
い
。
仮
に
未
稼
働

車
両
の
存
在
が
タ
ク
シ
ー
不
足
の

一
因
だ
っ
た
と
し
て
も
、
ま
ず
、

未
稼
働
車
両
の
実
態
を
明
ら
か
に

し
、
そ
の
解
消
方
法
に
つ
い
て
策

を
講
じ
る
の
が
先
決
で
は
な
い
か
。

未
稼
働
車
両
が
あ
る
か
ら
増
車
と

い
う
の
は
、
い
か
に
も
短
略
的
に

す
ぎ
る
。

　

今
回
の
全
国
に

お
け
る
暫
定
増
車

枠
１
４
６
７
台
に

対
し
て
、
東
京
都

特
別
区
・
武
三
地

区
だ
け
で
過
半
と

な
る
７
４
３
台

の
枠
が
設
定
さ
れ

た
。
今
回
の
暫
定

増
車
が
、
都
内
で

の
増
車
の
た
め
の

制
度
と
一
部
で
指

摘
さ
れ
た
所
以
で

も
あ
る
。
そ
こ
で

同
地
区
の
未
稼
働
車
両
の
特
徴
を

み
て
み
る
。

　

特
別
区
・
武
三
地
区
に
お
け
る

法
人
タ
ク
シ
ー
１
９
０
社
の
３
月

分
個
別
輸
送
実
績
を
集
計
し
た
某

資
料
に
よ
る
と
、
保
有
台
数
割
営

収
ラ
ン
ク
の
ト
ッ
プ
会
社
に
よ
る

認
可
台
数
割
営
収
は
７
万
６
４
３

７
円
、
稼
働
１
台
当
た
り
８
万
３

０
３
３
円
、
実
働
率
は
92
・
１
％

と
な
っ
て
い
る
。
上
位
50
社
の
稼

働
率
は
、
概
ね
80
％
〜
90
％
。
都

内
に
お
け
る
未
稼
働
タ
ク
シ
ー
の

大
き
な
特
徴
は
、
あ
る
グ
ル
ー
プ

の
実
績
を
み
る
と
分
か
る
。
系
列

も
含
め
て
保
有
タ
ク
シ
ー
台
数
が

１
５
０
０
台
強
。
一
方
で
、
１
９

０
社
中
の
順
位
で
は
全
社
が
１
８

０
位
台
と
な
っ
て
お
り
、
認
可
台

数
割
で
は
７
５
７
０
円
〜
１
万
２

２
８
２
円
、
稼
働
台
数
割
で
４
万

７
２
９
２
円
〜
５
万
２
９
０
２
円
、

実
働
率
が
15
・
４
％
〜
25
・
１
％
と
、

低
位
の
輸
送
実
績
と
な
っ
て
い
る
。

　

そ
こ
で
、
こ
の
グ
ル
ー
プ
の
現

行
の
実
働
率
（
単
純
平
均
で
約
20

％
）
を
全
体
で
50
％
向
上
さ
せ
て

業
界
平
均
の
70
％
と
仮
定
す
る
と
、

１
５
０
０
台
×
50
％
＝
７
５
０
台

と
な
り
、
東
京
都
特
別
区
・
武
三

地
区
の
暫
定
増
車
枠
７
４
３
台
を

上
回
る
台
数
と
な
る
。
そ
う
し
た

状
況
の
中
で
、
供
給
過
剰
対
策
を

目
的
と
し
た
改
正
タ
ク
シ
ー
特
措

法
に
よ
っ
て
、
法
的
に
新
規
参
入

と
増
車
を
制
限
し
な
が
ら
、
期
間

限
定
の
暫
定
と
は
い
え
増
車
策
を

講
じ
る
の
は
矛
盾
の
極
み
で
あ
り
、

法
制
度
の
軽
視
と
も
言
え
る
。
新

規
・
増
車
を
規
制
し
て
い
る
中
で

取
り
組
む
べ
き
は
、
未
稼
働
車
両

が
タ
ク
シ
ー
不
足
の
一
因
と
い
う

な
ら
、
ま
ず
は
稼
働
対
策
を
講
じ

る
べ
き
が
先
決
で
は
な
い
か
。
法

的
に
制
限
し
て
い
る
増
車
を
、
暫

定
と
い
う
免
罪
符
を
つ
け
て
堂
々

と
制
度
と
し
て
実
行
す
る
。
そ
ん

な
運
輸
行
政
は
、
そ
の
寄
っ
て
立

つ
要
諦
を
す
で
に
見
失
っ
て
い
る

の
で
は
な
い
か
。
（
高
橋　

正
信
）

論風 陣論風 陣
Ronpu   I c h i j i n



拡大する日本版RSが２年目に拡大する日本版RSが２年目に
タクシーに続き、路線バスも補完

特集① 日本版ライドシェアの開始から１年が経過

　

日
本
版
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
（
＝
道
路
運
送
法
78
条
３
号
に
基
づ

く
自
家
用
車
活
用
事
業
）
の
運
行
が
開
始
さ
れ
て
か
ら
１
年
が

経
過
し
た
。か
つ
て
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
と
い
う
言
葉
は
、「
タ
ク
シ
ー

の
存
在
を
脅
か
す
敵
」
と
し
て
タ
ク
シ
ー
業
界
内
で
は
禁
句
扱

い
だ
っ
た
が
、
こ
の
１
年
で
、
国
土
交
通
省
が
推
進
す
る
「
日

本
版
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
」、さ
ら
に
は
自
家
用
有
償
旅
客
運
送
も「
公

共
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
」
と
い
う
名
称
を
与
え
ら
れ
て
、ラ
イ
ド
シ
ェ

ア
と
い
う
言
葉
は
日
本
国
内
で
も
一
般
化
、
全
タ
ク
連
や
国
交

省
に
お
い
て
も
”普
通
“に
使
わ
れ
る
言
葉
に
な
っ
た
。

　

米
国
西
海
岸
な
ど
で
普
及
す
る
海
外
版
の
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
と

は
異
な
る
、「
日
本
の
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
は
コ
レ
だ
」
と
し
て
、
ラ

イ
ド
シ
ェ
ア
全
面
解
禁
を
何
と
し
て
も
阻
止
し
た
い
国
交
省
が
、

本
来
の
「
自
家
用
車
活
用
事
業
」
や
「
自
家
用
有
償
旅
客
運
送
」

と
い
う
正
式
名
称
で
は
無
く
、「
日
本
版
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
」
や
「
公

共
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
」
と
し
て
強
力
に
推
進
し
た
こ
と
も
あ
っ
て
、

ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
と
い
う
言
葉
が
市
民
権
を
得
ら
れ
つ
つ
あ
る
の

が
今
日
の
状
況
だ
。

　

一
方
で
、
需
要
密
度
が
低
い
地
方
で
は
、
運
転
者
の
雇
用
（
拘

束
時
間
に
対
し
て
最
低
賃
金
が
適
用
さ
れ
る
）
が
条
件
と
な
る

日
本
版
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
で
は
「
採
算
が
確
保
で
き
な
い
」
と
し

て
運
行
か
ら
撤
退
す
る
ケ
ー
ス
が
出
て
い
る
一
方
で
、
時
間
的
・

地
域
的
な
需
要
密
度
が
高
い
東
京
都
特
別
区
・
武
三
交
通
圏
で

は
、
例
え
ば
、
大
手
の
日
本
交
通
が
、
日
本
版
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア

ド
ラ
イ
バ
ー
の
募
集
条
件
と
し
て
「
時
給
１
４
０
０
円
＋
手
当

６
０
０
円
（
通
信
手
当
・
燃
料
手
当
・
特
別
手
当
）
＋
歩
合
給
（
月

間
税
抜
売
上
－
〈
３
０
０
０
円
×
勤
務
時
間
〉）
×
60
％
」
を

提
示
（
東
京
都
の
最
賃
額
は
１
時
間
１
１
６
３
円
）。
さ
ら
に
、「
最
大
10
万
円
の
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
ド
ラ
イ
バ
ー
紹

介
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
（
９
月
30
日
ま
で
）」
も
実
施
し
て
、
積
極
的
な
募
集
活
動
を
展
開
し
て
い
る
状
況
だ
。

　

地
方
に
お
け
る
「
移
動
の
足
」
を
、
ど
う
確
保
し
て
い
く
の
か
、
そ
し
て
、
日
本
版
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
を
ど
う
し

て
い
く
の
か
、
が
２
年
目
の
課
題
と
言
え
る
。

〈
本
紙
編
集
長
＝
熊
澤　

義
一
〉

昨
年
４
月
８
日
に
東
京
・
京
都
で
開
始

　

日
本
版
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
は
、
地

域
や
時
間
帯
・
曜
日
に
お
け
る

タ
ク
シ
ー
供
給
不
足
を
補
う
と

し
て
、
道
路
運
送
法
78
条
３
号

（
公
共
の
福
祉
の
確
保
）
に
基
づ

き
”緊
急
避
難
措
置
的
に
“導
入

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
自
家
用
車

活
用
事
業
（
＝
日
本
版
ラ
イ
ド

シ
ェ
ア
）
の
通
称
で
、
昨
年
４

月
８
日
に
、
国
土
交
通
省
に
よ
り

指
定
さ
れ
た
第
一
陣
の
地
域
で

あ
る
４
交
通
圏
（
東
京
都
特
別

区
・
武
三
、
神
奈
川
県
京
浜
＝

横
浜
市
・
川
崎
市
・
横
須
賀
市
等
、

愛
知
県
名
古
屋
、
京
都
府
京
都

市
域
）
の
う
ち
、東
京
都
特
別
区
・

武
三
（
配
車
ア
プ
リ
Ｇ
Ｏ
と
Ｕ

ｂ
ｅ
ｒ
）
と
京
都
市
域
（
Ｕ
ｂ

ｅ
ｒ
）
で
先
陣
を
切
っ
て
ス
タ
ー

ト
し
た
も
の
だ
。

　

現
在
は
、
配
車
ア
プ
リ
の
マ
ッ

チ
ン
グ
デ
ー
タ
を
基
に
導
入
さ
れ

た
先
行
12
地
域（
東
京
都
特
別
区
・

武
三
、
神
奈
川
県
京
浜
、
愛
知
県

名
古
屋
、
京
都
市
域
、
北
海
道
札

幌
、
宮
城
県
仙
台
市
、
埼
玉
県
県

南
中
央
＝
さ
い
た
ま
市
な
ど
、
千

葉
、
大
阪
市
域
、
兵
庫
県
神
戸
市

域
、
広
島
、
福
岡
）
に
加
え
、
国

交
省
に
よ
る
「
強
力
な
後
押
し
」

6



7

も
あ
っ
て
日
本
版
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア

は
47
都
道
府
県
の
１
１
９
地
域

（
計
１
３
１
地
域
）
に
ま
で
拡
大

し
て
い
る
。

先
行
12
地
域
は
実
施
41
・
３
％

　

ま
た
、
先
行
12
地
域
で
は
、
４

月
13
日
時
点
で
の
累
計
実
施
事
業

者
数
は
４
７
５
事
業
者
と
な
っ
て

お
り
、
12
交
通
圏
内
の
タ
ク
シ
ー

１
１
４
９
事
業
者
に
対
す
る
実
施

割
合
は
41
・
３
％
。

　

内
訳
は
、
▽
札
幌
＝
29
／
交
通

圏
内
の
事
業
者
数
は
47
／
実
施
割

合
61
・
７
％
、
▽
仙
台
市
＝
９
／

46
／
19
・
６
％
、
▽
埼
玉
県
県
南

中
央
＝
28
／
64
／
43
・
８
％
、
▽

千
葉
＝
９
／
30
／
30
％
、
▽
特
別

区
・
武
三
＝
１
３
８
／
３
０
７
／

45
％
、
▽
京
浜
＝
44
／
１
０
７
／

41
・
１
％
、
▽
名
古
屋
＝
25
／
68

／
36
・
８
％
、
▽
京
都
市
域
＝
21

／
63
／
33
・
３
％
、
▽
大
阪
市
域

＝
77
／
１
７
６
／
43
・
８
％
、
▽

神
戸
市
域
＝
35
／
79
／
44
・
３
％
、

▽
広
島
＝
23
／
69
／
33
・
３
％
、

▽
福
岡
＝
37
／
93
／
39
・
８
％
。

全
国
９
４
０
事
業
者
が
日
本
版
Ｒ
Ｓ

　

先
行
12
地
域
４
７
５
事
業
者
と

そ
の
他
地
域
の
４
６
５
事
業
者
を

合
計
す
る
と
、
昨
年
４
月
の
日
本

版
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
の
開
始
か
ら
全

国
で
９
４
０
の
タ
ク
シ
ー
事
業
者

が
日
本
版
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
に
取
り

組
ん
で
い
る
こ
と
に
な
る
。

相
次
ぐ
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
で
拡
充

　

国
土
交
通
省
で
は
、
日
本
版
ラ

イ
ド
シ
ェ
ア
（
＝
自
家
用
車
活
用

事
業
）
に
つ
い
て
、「
地
域
交
通

の
『
担
い
手
』『
移
動
の
足
』
不

足
解
消
の
た
め
、
令
和
６
年
３

月
、
タ
ク
シ
ー
事
業
者
の
管
理
の

下
で
、
自
家
用
車
・
一
般
ド
ラ
イ

バ
ー
を
活
用
し
た
運
送
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
を
可
能
と
す
る
自
家
用
車

活
用
事
業
を
創
設
」と
し
た
上
で
、

「
タ
ク
シ
ー
配
車
ア
プ
リ
デ
ー
タ

等
を
活
用
し
て
、
タ
ク
シ
ー
が
不

足
す
る
地
域
・
時
期
・
時
間
帯
を

特
定
し
、
地
域
の
自
家
用
車
・
一

般
ド
ラ
イ
バ
ー
を
活
用
し
て
不
足

分
を
供
給
」
な
ど
と
制
度
の
説
明

を
し
て
い
る
が
、
日
本
版
ラ
イ
ド

シ
ェ
ア
は
そ
の
後
、「
バ
ー
ジ
ョ

ン
ア
ッ
プ
」
と
し
て
拡
充
・
拡
大

を
続
け
て
お
り
、
▼
雨
天
時
・
酷

暑
に
お
け
る
対
応
、
▼
イ
ベ
ン
ト

開
催
時
に
お
け
る
輸
送
力
向
上
方

策
、
▼
災
害
対
応
時
の
自
家
用
車

活
用
事
業
の
活
用
、
▼
配
車
ア
プ

リ
を
使
用
し
な
い
自
家
用
車
活
用

事
業
の
導
入
、
▼
貨
客
混
載
、
▼

協
議
運
賃
、
▼
大
都
市
部
以
外
の

地
域
に
お
け
る
供
給
車
両
数
・
時

間
帯
の
拡
充
、
▼
鉄
道
等
の
公
共

交
通
機
関
の
遅
延
時
に
お
け
る
活

用

Ｉ
な
ど
が
次
々
と
追
加
さ
れ

て
お
り
、
４
月
３
日
に
開
催
さ
れ

た
第
10
回
交
通
政
策
審
議
会
自
動

車
部
会
で
は
、
バ
ス
・

鉄
道
事
業
者
に
よ
る

日
本
版
ラ
イ
ド
シ
ェ

ア
へ
の
参
画
に
関
し

て
、
先
行
ト
ラ
イ
ア

ル
の
実
施
を
確
認
。

路
線
廃
止
や
減
便
が

社
会
課
題
と
な
っ
て

い
る
乗
合
バ
ス
事
業

者
が
タ
ク
シ
ー
事
業

の
許
可
を
受
け
る
パ

タ
ー
ン
で
は
、
関
東

バ
ス
大
手
の
東
急
バ

ス
や
兵
庫
県
の
全
但

バ
ス
、
鹿
児
島
交
通

な
ど
が
「
タ
ク
シ
ー

車
両
を
保
有
し
な
い

形
で
の
乗
用
事
業
の

許
可
を
取
得
」
す
る

方
法
で
、
日
本
版
ラ

イ
ド
シ
ェ
ア
で
の
相

乗
り
運
行
な
ど
で
「
バ

ス
で
対
応
で
き
な
い

輸
送
ニ
ー
ズ
を
補
完
」

す
る
予
定
と
な
っ
て

い
る
。

　

道
路
運
送
法
78
条
３
号
で
「
公

共
の
福
祉
を
確
保
す
る
た
め
や
む

を
得
な
い
場
合
」
と
い
う
例
外
規

定
で
認
め
ら
れ
て
い
る
日
本
版
ラ

イ
ド
シ
ェ
ア
が
、「
タ
ク
シ
ー
の

補
完
」
に
続
き
、「
路
線
バ
ス
の

補
完
」
に
も
流
用
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
。

遊
休
タ
ク
シ
ー
車
両
で
公
共
Ｒ
Ｓ

　

そ
う
し
た
中
で
、
福
岡
県
宗
像

市
で
は
、
市
内
タ
ク
シ
ー
４
事

業
者
の
遊
休
タ
ク
シ
ー
車
両
を

活
用
す
る
形
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

バ
ス
の
代
替
と
し
て
の

一
種
免
許
運
転
者
に
よ

る
公
共
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア

「
宗
像
版
ラ
イ
ド
シ
ェ

ア
（
愛
称
：
む
な
り
ん

く
）」
を
、
市
内
岬
地

区
を
対
象
に
４
月
21
日

か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
。

運
行
は
、
月
曜
・
水

曜
・
金
曜
（
祝
日
は
除

く
）
の
午
前
７
時
〜
午

後
８
時
ま
で
で
、
電
話

の
ほ
か
、
７
月
か
ら
は

専
用
ア
プ
リ
で
も
配
車

受
付
を
行
う
。運
賃
は
、

大
人
１
人
５
０
０
円
〜

１
０
０
０
円
で
、
70
歳

以
上
の
高
齢
者
や
高
校

生
以
下
、
障
害
者
は
１

人
３
０
０
円
〜
５
０
０

円
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
を
提
示
す
る
と

さ
ら
に
１
０
０
円
割
引

と
な
る
。



クルーズ船需要の可能性に注目クルーズ船需要の可能性に注目
宮古島・静岡・境港で日本版RS

特集② クルーズ船対応で日本版ライドシェア

　

地
域
的
・
時
間
的
・
期
間
的
な
タ
ク
シ
ー
不
足
を
補
完
す
る

こ
と
を
目
的
に
誕
生
し
た
、
日
本
版
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
（
＝
自
家

用
車
活
用
事
業
）
だ
が
、
こ
の
と
こ
ろ
イ
ベ
ン
ト
対
応
で
の
活

用
に
注
目
が
集
ま
っ
て
い
る
。
国
家
的
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
大

阪
・
関
西
万
博
が
開
催
さ
れ
て
い
る
大
阪
府
で
は
、「
万
博
ラ

イ
ド
シ
ェ
ア
」
と
し
て
、
日
本
版
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
が
、
会
場
で

あ
る
夢
洲
の
あ
る
大
阪
市
域
交
通
圏
を
中
心
に
万
博
開
催
期
間

中
（
４
月
13
日
〜
10
月
13
日
）
の
大
阪
府
内
全
域
・
24
時
間
運

行
が
認
め
ら
れ
た
。大
阪
市
域
交
通
圏
で
は
、万
博
ラ
イ
ド
シ
ェ

ア
と
し
て
３
１
５
台
の
枠
が
設
定
さ
れ
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
対
応
型
の
日
本
版
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
と
し
て
は
、
イ

ベ
ン
ト
の
定
義
を
拡
張
す
る
形
で
、
ク
ル
ー
ズ
船
対
応
型
の
日

本
版
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
も
認
め
ら
れ
、
ク
ル
ー
ズ
船
対
応
は
、
昨

年
10
月
の
沖
縄
県
宮
古
島
市
（
平
良
港
）
を
皮
切
り
に
、
静
岡

県
静
岡
市
（
清
水
港
）、鳥
取
県
境
港
市
（
境
港
）
な
ど
で
「
乗

客
定
員
１
０
０
０
人
以
上
の
ク
ル
ー
ズ
船
が
寄
港
す
る
日
に
お

い
て
、
入
港
１
時
間
後

か
ら
出
港
１
時
間
前
ま

で
の
間
」
な
ど
を
条
件

と
し
て
、
タ
ク
シ
ー
不
足
分
に
相
当
す
る
日
本
版
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
の
運
行

が
認
め
ら
れ
て
い
る
。

　

そ
こ
で
、
本
紙
の
熊
澤
義
一
編
集
長
は
４
月
27
日
（
日
曜
日
）
に
、
英

国
船
籍
の
豪
華
大
型
客
船
ク
イ
ー
ン
・
エ
リ
ザ
ベ
ス
号
（
９
万
４
０
０
ト
ン
、

旅
客
定
員
２
０
８
１
人
）
が
入
港
す
る
静
岡
市
の
清
水
港
日
の
出
埠
頭
を

訪
れ
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を
中
心
と
し
た
ク
ル
ー
ズ
船
客
に
富
士
山
関
連
観

光
で
の
周
遊
型
の
貸
切
タ
ク
シ
ー
と
、
そ
の
補
完
と
し
て
の
イ
ベ
ン
ト
対

応
型
日
本
版
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
の
配
車
手
配
を
し
て
い
る
一
般
社
団
法
人
静

岡
Ｔ
ａ
ａ
Ｓ
代
表
理
事
で
、
第
２
種
旅
行
業
の
静
岡
Ｔ
ａ
ａ
Ｓ
ト
ラ
ベ
ル

社
長
の
清
野
吉
光
氏
か
ら
、
タ
ク
シ
ー
業
界
に
と
っ
て
の
ク
ル
ー
ズ
船
需

要
の
可
能
性
に
つ
い
て
聞
く
と
共
に
、
現
場
の
状
況
を
視
察
し
た
。

〈
本
紙
編
集
長
＝
熊
澤　

義
一
〉

訪
日
ク
ル
ー
ズ
船
客
１
４
３
万
８
千
人

　

国
土
交
通
省
が
こ
の
ほ
ど
発
表

し
た
、「
訪
日
ク
ル
ー
ズ
旅
客
数

及
び
ク
ル
ー
ズ
船
の
寄
港
回
数

（
２
０
２
４
年
速
報
値
）」
に
よ
る

と
、「
２
０
２
４
年
の
訪
日
ク
ル
ー

ズ
旅
客
数
は
、
前
年
比
約
４
倍
の

１
４
３
万
８
０
０
０
人
で
、
国
内

港
湾
へ
の
ク
ル
ー
ズ
船
の
寄
港
回

は
、
前
年
比
約
１
・
３
倍
の
２
４

７
９
回
（
う
ち
外
国
ク
ル
ー
ズ
船

は
１
９
２
３
回
、
日
本
ク
ル
ー
ズ

船
は
５
５
６
回
）
と
な
っ
た
」
と

し
、
２
０
１
８
年
の
コ
ロ
ナ
禍
前

ピ
ー
ク
の
約
85
％
に
ま
で
回
復
し

た
と
し
て
い
る
。
外
国
ク
ル
ー
ズ

船
が
寄
港
す
る
港
湾
数
は
全
国
で

97
港
だ
と
し
た
。

　

２
０
２
４
年
に
ク
ル
ー
ズ
船
が

寄
港
し
た
数
で
は
、
１
位
が
博
多

港
（
福
岡
市
）
の
２
０
４
回
、
２

位
が
那
覇
港
（
沖
縄
県
那
覇
市
）

の
１
７
５
回
、３
位
が
長
崎
港（
長

崎
市
）
の
１
６
０
回
だ
っ
た
。
清

水
港
は
９
位
の
87
回
。

静
岡
市
が
静
岡
運
輸
支
局
に
要
請
書

　

清
水
港
で
は
、
静
岡
市
が
「
日

本
版
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
に
係
る
要
請

書
」
を
静
岡
運
輸
支
局
長
に
提
出

8



9

し
て
、「
多
く
の
観
光
客
が
見
込

ま
れ
、
一
時
的
な
移
動
需
要
の
増

加
に
伴
う
個
別
輸
送
が
必
要
で
あ

る
た
め
、
日
本
版
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア

の
使
用
可
能
時
間
帯
及
び
使
用
可

能
車
両
数
の
拡
大
を
要
請
す
る
」

と
し
な
が
ら
、
イ
ベ
ン
ト
名
称
を

「
清
水
港
に
お
け
る
ク
ル
ー
ズ
船

寄
港
」、
開
催
日
時
・
期
間
を
「
清

水
港
に
ク
ル
ー
ズ
船
が
寄
港
し
て

い
る
時
間
帯
」、開
催
場
所
を
「
清

水
港
、
日
の
出
埠
頭
に
お
け
る
ク

ル
ー
ズ
船
の
乗
降
箇
所
」、
車
両

の
不
足
が
見
込
ま
れ
る
時
間
帯
を

「
清
水
港
に
ク
ル
ー
ズ
船
が
寄
港

し
て
い
る
時
間
帯
」な
ど
と
し
た
。

そ
の
上
で
、
不
足
車
両
数
に
つ
い

て
は
、17
台
と
し
、こ
れ
が
ク
ル
ー

ズ
船
対
応
の
日
本
版
ラ
イ
ド
シ
ェ

ア
の
枠
と
な
っ
た
。

本
紙
編
集
長
が
静
岡
市
の
清
水
港
へ

　

４
月
27
日
（
日
曜
日
）
に
、
英

国
船
籍
の
豪
華
大
型
客
船
ク
イ
ー

ン
・
エ
リ
ザ
ベ
ス
号
（
９
万
４

０
０
ト
ン
、
旅
客
定
員
２
０
８

１
人
）
が
日
の
出
埠
頭
に
着
岸
し

た
清
水
港
で
は
、
一
般
社
団
法
人

静
岡
Ｔ
ａ
ａ
Ｓ
が
、
軽
貨
物
自
動

車
を
改
造
し
た
移
動
ブ
ー
ス
を

配
置
。
ク
ル
ー
ズ
船
客
に
、「
Ｃ

ｈ
ａ
ｒ
ｔ
ｅ
ｒ
ｅ
ｄ
Ｔ
ａ
ｘ
ｉ

Ｒ
ｅ
ｃ
ｅ
ｐ
ｔ

ｉ
ｏ
ｎ
」（
貸

切
タ
ク
シ
ー
受

付
）
と
表
示
し

て
、
富
士
山
関

連
観
光
で
の

周
遊
型
の
貸

切
タ
ク
シ
ー
と
、

そ
の
補
完
と
し

て
の
イ
ベ
ン
ト

対
応
型
日
本
版

ラ
イ
ド
シ
ェ
ア

の
配
車
手
配
を
し
て
い
る
。

　

本
紙
編
集
長
が
現
場
に
い
た
間

で
も
、
ク
イ
ー
ン
・
エ
リ
ザ
ベ
ス

号
か
ら
下
船
し
て
来
た
４
人
の

ク
ル
ー
ズ
船
客
が
「
三
保
松
原
・

日
本
平
・
久
能
山
東
照
宮
を
巡
る

４
時
間
コ
ー
ス
」
を
選
択
、
日
本

版
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
車
両
に
乗
車

（
車
両
は
ワ
ゴ
ン
タ
イ
プ
の
マ
ツ

ダ
・
プ
レ
マ
シ
ー
で
、
静
岡
市
の

駿
河
交
通
が
イ
ベ
ン
ト
対
応
型

日
本
版
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
の
許
可

を
受
け
て
運
行
）
し
て
、
楽
し
そ

う
に
出
発
す
る
姿
を
見
送
っ
た
。

当
日
寄
港
し
た
ク
イ
ー
ン
・
エ
リ

ザ
ベ
ス
号
は
、
日
本
人
の
乗
船
客

が
多
く
を
占
め
、
タ
ク
シ
ー
も
ワ

ン
ウ
ェ
イ
の
通
常
利
用
が
多
く
、

静
岡
Ｔ
ａ
ａ
Ｓ
が
受
注
し
た
周

遊
型
の
貸
切
タ
ク
シ
ー
利
用
は

４
件
の
み
だ
っ
た
。

　

た
だ
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
乗
船

客
が
多
い
ク
ル
ー
ズ
船
の
場
合
に

は
、
平
均
で
30
件
近
い
周
遊
型
貸

切
タ
ク
シ
ー
の
利
用
が
あ
り
、
40

件
以
上
と
い
う
ケ
ー
ス
も
こ
れ
ま

で
に
３
回
あ
っ
た
と
の
こ
と
。

　

静
岡
市
内
の
タ
ク
シ
ー
乗
務
員

に
と
っ
て
は
、
ク
ル
ー
ズ
船
客
に

よ
る
周
遊
型
の
貸
切
タ
ク
シ
ー
は

効
率
の
良
い
営
業
と
い
う
こ
と
も

あ
り
、
本
紙
編
集
長
が
日
の
出
埠

頭
に
到
着
し
た
朝
９
時
の
時
点
で

15
台
以
上
の
タ
ク
シ
ー
が
待
機
し

て
い
た
。

静
岡
Ｔ
ａ
ａ
Ｓ
の
清
野
吉
光
氏
に
聞
く

　

清
水
港
・
日
の
出
埠
頭
に
軽
貨

物
自
動
車
を
改
造
し
た
移
動
ブ
ー

ス
を
配
置
し
て
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

を
中
心
と
し
た
ク
ル
ー
ズ
船
客
に

富
士
山
関
連
観
光
で
の
周
遊
型
の

貸
切
タ
ク
シ
ー
と
、
そ
の
補
完
と

し
て
の
イ
ベ
ン
ト
対
応
型
日
本
版

ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
の
配
車
手
配
を
し

て
い
る
一
般
社
団
法
人
静
岡
Ｔ
ａ

ａ
Ｓ
代
表
理
事
で
、
第
２
種
旅

行
業
の
静
岡
Ｔ
ａ
ａ
Ｓ
ト
ラ
ベ
ル

社
長
の
清
野
吉
光
氏
は
、「
一
番

の
狙
い
は
、
静
岡
市
の
タ
ク
シ
ー

の
実
車
時
間
率
を
上
げ
て
生
産
性

を
高
め
る
こ
と
。
清
水
港
へ
の
ク

ル
ー
ズ
船
の
寄
港
は
増
え
、
そ
れ

に
伴
っ
て
静
岡
市
を
訪
れ
る
ク

ル
ー
ズ
船
客
も
増
え
る
が
、
一
方

で
、
そ
こ
に
タ
ク
シ
ー
を
供
給
す

る
仕
組
み
が
な
い
と
上
手
く
行
か

な
い
。
そ
う
し
た
中
で
、
ク
ル
ー

ズ
船
対
応
の
イ
ベ
ン
ト
型
日
本
版

ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
と
い
う
こ
と
に
も

な
る
が
、
そ
の
前
段
と
し
て
の
地

域
全
体
で
の
配
車
の
仕
組
み
が
無

い
、
と
い
う
の
が
今
の
課
題
だ
」

と
し
た
上
で
、「
シ
ス
テ
ム
オ
リ

ジ
ン
の
『
み
ち
び
き
』
の
よ
う
な

車
載
端
末
を
地
域
全
体
の
タ
ク

シ
ー
車
両
で
導
入
す
れ
ば
、
需
要

と
供
給
の
マ
ッ
チ
ン
グ
が
も
っ
と

効
率
的
に
出
来
る
よ
う
に
な
る
。

現
状
で
は
、ク
ル
ー
ズ
船
客
に『
あ

と
何
分
待
て
ば
タ
ク
シ
ー
が
来
る

の
か
』
と
聞
か
れ
て
も
、
的
確
な

返
答
が
出
来
な
い
状
況
だ
」
な
ど

と
指
摘
し
た
。

　

そ
の
上
で
、（
静
岡
Ｔ
ａ
ａ
Ｓ

で
配
車
手
配
を
し
て
い
る
）
ク

ル
ー
ズ
船
客
の
仕
事
の
営
業
効
率

の
良
さ
が
、
清
水
地
区
だ
け
で
な

く
、
静
岡
地
区
で
も
知
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
来
て
お
り
、
ク
ル
ー

ズ
船
対
応
を
き
っ
か
け
と
し
て
静

岡
市
内
の
タ
ク
シ
ー
の
生
産
性
を

上
げ
る
た
め
の
Ｄ
Ｘ
化
を
進
め
た

い
、
と
の
意
向
も
示
し
た
。



地
方
創
生
２
・
０
と
令
和
の
列
島
改
造

　

４
月
22
日
に
都
内
千
代
田
区
の

「
総
理
大
臣
官
邸
」
で
第
10
回
デ

ジ
タ
ル
行
財
政
改
革
会
議
が
開
催

さ
れ
、
最
後
に
同
会
議
の
議
長
を

務
め
る
石
破
茂
・
内
閣
総
理
大
臣

は
、「
本
日
は
、
デ
ジ
タ
ル
を
活

用
し
た
地
方
創
生
２
・
０
の
取
組

を
聞
く
と
共
に
、『
デ
ジ
タ
ル
行

財
政
改
革
２
０
２
５
』
の
取
り
ま

と
め
に
向
け
た
議
論
を
行
っ
た
」

と
し
た
上
で
、「
関
係
閣
僚
は
、

平
（
将
明
・
デ
ジ
タ
ル
行
財
政
改

革
担
当
）
大
臣
か
ら
説
明
し
た
項

目
も
踏
ま
え
、
特
に
、
以
下
の
３

点
を
中
心
に
、
６
月
の
取
り
ま
と

め
に
向
け
、
デ
ジ
タ
ル
行
財
政
改

革
を
加
速
・
深
化
さ
せ
て
も
ら
い

た
い
」
と
し
て
、
①
デ
ジ
タ
ル
・

新
技
術
を
徹
底
的
に
活
用
し
た
地

方
創
生
２
・
０
の
実
現
、
②
『
令

和
の
日
本
列
島
改
造
』
の
実
現
に

向
け
た
、
イ
ン
フ
ラ
、
モ
ビ
リ

テ
ィ
、
教
育
等
に
お
け
る
改
革
の

加
速
、
③
デ
ー
タ
利
活
用
制
度
の

整
備

Ｉ
の
３
つ
を
指
示
し
た
。

　

こ
の
う
ち
、「『
令
和
の
日
本
列

島
改
造
』
の
実
現
に
向
け
た
、
モ

ビ
リ
テ
ィ
に
お
け
る
改
革
の
加

速
」
に
関
し
て
、
石
破
・
総
理
大

臣
は
、
ま
ず
自
動
運
転
を
取
り
上

げ
て
「
平
大
臣
、
中
野
（
洋
昌
・

国
土
交
通
）
大
臣
ほ
か
、
関
係
大

臣
が
協
力
し
、
地
域
の
移
動
の
足

不
足
を
解
消
す
る
た
め
、
自
動
運

第
10
回
デ
ジ
タ
ル
行
財
政
改
革
会
議

地
方
や
観
光
地
で
の
担
い
手
確
保
策
を

t o p i c s

　

政
府
は
４
月
22
日
、
都
内
千
代
田
区
の
「
総
理

大
臣
官
邸
」
で
第
10
回
デ
ジ
タ
ル
行
財
政
改
革
会

議
（
議
長
＝
石
破
茂
・
内
閣
総
理
大
臣
）
を
開
き
、

「
デ
ジ
タ
ル
×
地
方
創
生
２
・
０
」
や
「
デ
ジ
タ
ル

行
財
政
改
革
の
更
な
る
深
化
と
加
速
」
な
ど
に
つ

い
て
論
議
し
た
。

　

石
破
・
総
理
大
臣
は
、
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
に
言
及

し
て
「
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
に
つ
い
て
は
、
移
動
の

足
不
足
が
地
方
や
観
光
地
で
顕
著
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
地
域

に
お
け
る
担
い
手
の
拡
充
や
ド
ラ
イ
バ
ー
の
確
保
等
の
課
題
に
つ

い
て
、
現
行
制
度
の
改
善
を
含
め
具
体
的
に
ま
と
め
る
と
と
も
に
、

骨
太
方
針
に
従
い
、
自
家
用
車
活
用
事
業
等
に
つ
い
て
、
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
を
進
め
、
検
証
を
行
い
、
各
時
点
で
の
検
証
結
果
の
評
価

を
行
っ
て
も
ら
い
た
い
」
と
し
た
上
で
、「
並
行
し
て
、
こ
う
し
た

検
証
の
間
、
タ
ク
シ
ー
事
業
者
以
外
の
者
が
行
う
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア

事
業
に
つ
い
て
、
内
閣
府
及
び
国
土
交
通
省
の
論
点
整
理
を
踏
ま

え
、
法
制
度
を
含
め
て
事
業
の
在
り
方
の
議
論
を
進
め
て
欲
し
い
」

な
ど
と
し
て
、
従
前
か
ら
の
方
針
を
踏
襲
し
な
が
ら
も
、
地
方
や

観
光
地
に
お
け
る
移
動
の
足
の
担
い
手
や
ド
ラ
イ
バ
ー
不
足
な
ど

の
課
題
解
決
に
向
け
た
制
度
改
善
策
な
ど
の
具
体
化
を
求
め
た
。

転
の
先
行
地
域
で
の
事
業
化
を
お

願
い
し
た
い
。
併
せ
て
、
自
動
運

転
に
関
す
る
事
故
原
因
究
明
体
制

の
構
築
に
取
り
組
ん
で
も
ら
い
た

い
」
な
ど
と
指
示
。

足
不
足
が
地
方
や
観
光
地
で
顕
著

　

次
に
、
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
に
言

及
し
て
、「
移
動
の
足
不
足
が
地

方
や
観
光
地
で
顕
著
で
あ
る
こ

と
を
踏
ま
え
、
地
域
に
お
け
る
担

い
手
の
拡
充
や
ド
ラ
イ
バ
ー
の
確

保
等
の
課
題
に
つ
い
て
、
現
行
制

度
の
改
善
を
含
め
具
体
的
に
ま
と

め
る
と
と
も
に
、
骨
太
方
針
に
従

い
、
自
家
用
車
活
用
事
業
等
に
つ

い
て
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
進
め
、

検
証
を
行
い
、
各
時
点
で
の
検
証

結
果
の
評
価
を
行
っ
て
も
ら
い
た

い
」
と
し
な
が
ら
、「
並
行
し
て
、

こ
う
し
た
検
証
の
間
、
タ
ク
シ
ー

事
業
者
以
外
の
者
が
行
う
ラ
イ
ド

シ
ェ
ア
事
業
に
つ
い
て
、
内
閣
府

及
び
国
土
交
通
省
の
論
点
整
理
を

踏
ま
え
、
法
制
度
を
含
め
て
事
業

の
在
り
方
の
議
論
を
進
め
て
欲
し

い
」
な
ど
と
し
て
、
従
前
か
ら
の

方
針
を
踏
襲
し
な
が
ら
も
、
地
方

や
観
光
地
に
お
け
る
移
動
の
足
の

担
い
手
や
ド
ラ
イ
バ
ー
不
足
な
ど

の
課
題
解
決
に
向
け
た
制
度
改
善

策
な
ど
の
具
体
化
を
求
め
た
。

Ｒ
Ｓ
制
度
の
さ
ら
な
る
拡
充
と
拡
大

　
「
地
方
創
生
２
・
０
の
実
現
」

や
「『
令
和
の
日
本
列
島
改
造
』

の
実
現
」
を
掲
げ
る
石
破
・
総
理

大
臣
が
「
移
動
の
足
不
足
が
地
方

や
観
光
地
で
顕
著
で
あ
る
」
と
指

摘
し
、「
地
域
に
お
け
る
担
い
手

の
拡
充
や
ド
ラ
イ
バ
ー
の
確
保
等

の
課
題
に
つ
い
て
、
現
行
制
度
の

改
善
を
含
め
具
体
的
に
ま
と
め

る
」
よ
う
に
指
示
し
た
こ
と
か
ら

も
、
地
方
や
観
光
地
を
中
心
に
、

日
本
版
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
や
公
共
ラ

イ
ド
シ
ェ
ア
の
さ
ら
な
る
拡
充
・

拡
大
が
、「
移
動
の
足
の
担
い
手

や
ド
ラ
イ
バ
ー
不
足
な
ど
の
課
題

解
決
に
向
け
た
制
度
改
善
策
」
と

し
て
進
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
そ

う
だ
。

10



11

　

警
察
庁
は
４
月
17
日
、
普
通

第
二
種
免
許
取
得
に
お
け
る
指

定
自
動
車
教
習
所
で
の
教
習
時

限
数
を
、
学
科
教
習
で
19
時
限

か
ら
17
時
限
に
、
技
能
教
習
21

時
限
か
ら
12
時
限
に
、
大
幅
に

短
縮
す
る
こ
と
を
柱
と
す
る「
道

路
交
通
法
施
行
規
則
の
一
部
を

改
正
す
る
内
閣
府
令
案
」
等
に

対
す
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

を
開
始
し
た
。
意
見
募
集
の
期

間
は
５
月
17
日
ま
で
で
、
９
月

１
日
の
施
行
と
な
る
見
通
し
。

　

全
国
に
お
い
て
地
域
の
移
動
の
足
を
担
う
タ
ク
シ
ー
供
給
の
不

足
解
消
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
大
き
な
原
因
と
な
っ
て

い
る
乗
務
員
不
足
の
緩
和
に
も
繋
げ
る
た
め
、
普
通
第
二
種
免
許

取
得
に
お
け
る
指
定
自
動
車
教
習
所
な
ど
で
の
教
習
時
限
数
が
大

幅
に
短
縮
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
ま
で
６
日
間
だ
っ
た
教

習
期
間
が
、
最
短
で
３
日
に
ま
で
短
縮
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　

こ
の
件
で
は
、
全
タ
ク
連
の
２
月
の
定
例
正
副
会
長
会
議
に
お

い
て
、
川
野
繁
副
会
長
（
グ
ル
ー
プ
で
東
京
・
神
奈
川
・
埼
玉
に

お
い
て
指
定
自
動
車
教
習
所
の
飛
鳥
ド
ラ
イ
ビ
ン
グ
カ
レ
ッ
ジ
を

経
営
）
が
、
警
察
庁
に
お
け
る
「
普
通
第
二
種
免
許
に
係
る
教
習

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
関
す
る
調
査
研
究
」
の
概
要
な
ど
を
説
明
し
て

い
た
。 第

二
種
免
許
の
教
習
が
最
短
３
日
間
に

警
察
庁
が
道
交
法
施
行
規
則
を
改
正
へ

t o p i c s

昨
年
６
月
の
規
制
改
革
実
施
計
画

　

警
察
庁
で
は
、
普
通
第
二
種
免

許
取
得
に
お
け
る
指
定
自
動
車
教

習
所
な
ど
で
の
教
習
時
限
数
を
、

学
科
教
習
で
19
時
限
か
ら
17
時
限

に
、
技
能
教
習
21
時
限
か
ら
12
時

限
に
、
計
40
時
限
か
ら
29
時
限
へ

と
大
幅
に
短
縮
す
る
こ
と
を
柱
と

す
る
「
道
路
交
通
法
施
行
規
則
の

一
部
を
改
正
す
る
内
閣
府
令
案
」

等
の
趣
旨
に
つ
い
て
、
①
規
制
改

革
実
施
計
画
（
令
和
６
年
６
月
21

日
閣
議
決
定
）
に
お
い
て
、「
教

習
期
間
を
半
減
す
る
よ
う
求
め
る

要
望
が
あ
る
こ
と
も
踏
ま
え
、
普

通
第
二
種
免
許
に
係
る
教
習
を
見

直
し
、
同
免
許
の
取
得
に
要
す
る

期
間
を
短
縮
す
る
た
め
、
第
一
種

免
許
と
重
複
す
る
科
目
の
縮
減
等

に
よ
り
、
同
免

許
の
取
得
に
係

る
教
習
を
効
率

化
す
る
」
と
さ

れ
た
、
②
こ
れ

を
受
け
て
、
令

和
６
年
９
月
に
「
普
通
第
二
種
免

許
に
係
る
教
習
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に

関
す
る
調
査
研
究
有
識
者
検
討

会
」
を
設
置
し
、
実
験
教
習
等
を

実
施
、
③
令
和
７
年
２
月
の
同
検

討
会
の
報
告
を
踏
ま
え
、
第
二
種

免
許
に
係
る
教
習
の
科
目
及
び
教

習
の
科
目
ご
と
の
教
習
時
限
数
等

の
見
直
し
を
行
う

Ｉ
な
ど
と
し

て
い
る
。

40
時
限
の
教
習
を
21
時
限
に

　

現
行
制
度
で
は
、
普
通
第
二
種

免
許
の
取
得
に
当
た
っ
て
、
指
定

自
動
車
教
習
所
に
お
け
る
19
時
限

の
学
科
と
21
時
限
の
技
能
の
計
40

時
限
の
教
習
を
受
け
る
必
要
が
あ

る
が
、
９
月
１
日
の
施
行
が
予
定

さ
れ
て
い
る
今
回
の
道
交
法
施
行

規
則
の
改
正
に
よ
り
、
学
科
に
つ

い
て
は
17
時
限
（
２
時
限
短
縮
）、

技
能
に
つ
い
て
は
12
時
限
（
９
時

限
短
縮
）
と
し
て
計
29
時
限
に
減

ら
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で

６
日
間
か
か
っ
て
い
た
教
習
期
間

を
、
最
短
で
３
日
間
と
半
減
す
る

こ
と
も
可
能
と
な
る
見
通
し
。

教
習
基
準
の
細
目
も
見
直
し

　

道
路
交
通
法
施
行
規
則
の
改
正

で
、
普
通
第
二
種
免
許
に
係
る
教

習
時
限
数
を
短
縮
（
学
科
教
習
19

時
限
↓
17
時
限
、
技
能
教
習
21
時

限
↓
12
時
限
）
す
る
ほ
か
、
指
定

自
動
車
教
習
所
等
の
教
習
の
基
準

の
細
目
に
関
す
る
規
則
の
改
正
に

よ
り
、
配
車
ア
プ
リ
等
の
普
及
を

踏
ま
え
て
第
二
種
免
許
に
係
る
教

習
か
ら
「
経
路
の
設
定
」
に
係
る

教
習
を
削
除
、
さ
ら
に
、
基
本
走

行
で
行
う
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
鋭

角
コ
ー
ス
の
通
過
、
方
向
変
換
及

び
縦
列
駐
車
の
教
習
を
、
応
用
走

行
に
お
い
て
も
教
習
所
内
で
行
う

こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
す
る
。

乗
務
員
養
成
に
係
る
コ
ス
ト
削
減
に

　

全
国
に
お
い
て
地
域
の
移
動
の

足
を
担
う
タ
ク
シ
ー
供
給
の
不
足

解
消
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
が
、

そ
の
大
き
な
原
因
と
な
っ
て
い
る

乗
務
員
不
足
の
緩
和
に
も
繋
げ
る

た
め
、
普
通
第
二
種
免
許
取
得
に

お
け
る
指
定
自
動
車
教
習
所
な
ど

で
の
教
習
時
限
数
が
大
幅
に
短
縮

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
ま

で
６
日
間
だ
っ
た
教
習
期
間
が
、

最
短
で
３
日
に
ま
で
短
縮
さ
れ
る

こ
と
に
な
る
た
め
、
乗
務
員
養
成

に
係
る
コ
ス
ト
削
減
と
い
う
意
味

で
も
、
全
国
の
タ
ク
シ
ー
事
業
者

に
と
っ
て
大
き
な
福
音
と
な
り
そ

う
だ
。



　

関
東
運
輸
局
の
矢
吹
尚
子
・

自
動
車
交
通
部
長
や
中
村
光
秀
・

自
動
車
監
査
指
導
部
長
ら
は
４

月
16
日
、
神
奈
川
県
横
浜
市
中

区
の
「
横
浜
第
二
合
同
庁
舎
」

に
お
い
て
定
例
記
者
会
見
を
開

い
た
。

　

そ
の
中
で
、
矢
吹
・
自
交
部

長
は
、
国
交
省
本
省
か
ら
の
指

示
に
基
づ
き
、
日
本
版
ラ
イ
ド

シ
ェ
ア
（
Ｎ
Ｒ
Ｓ
）
の
先
行
12

地
域
（
関
運
局
管
内
で
は
、
東

京
都
特
別
区
・
武
三
、
神
奈
川

県
京
浜
、
埼
玉
県
県
南
中
央
、

千
葉
の
４
交
通
圏
）
を
対
象
に
、
３
回
目

の
日
本
版
Ｒ
Ｓ
の
車
両
配
分
が
必
要
か
ど

う
か
の
判
断
を
行
い
、
そ
の
結
果
、
東
京

都
特
別
区
・
武
三
で
平
日
朝
の
月
曜
〜
金

曜
の
午
前
８
時
台
〜
10
時
台
の
時
間
帯
に

不
足
車
両
数
と
し
て
６
２
０
台
、
埼
玉
県

県
南
中
央
で
週
末
と
な
る
金
曜
・
土
曜
・
日
曜
の
夕
方
と
な
る
午

後
５
時
台
〜
翌
早
朝
の
午
前
６
時
台
の
時
間
帯
に
不
足
車
両
数
と

し
て
２
５
０
台
が
、
３
回
目
と
し
て
追
加
配
分
さ
れ
る
と
し
た
。

神
奈
川
県
京
浜
と
千
葉
の
両
交
通
圏
で
は
、
マ
ッ
チ
ン
グ
率
が
改

善
さ
れ
て
い
る
、
と
し
て
日
本
版
Ｒ
Ｓ
の
追
加
配
分
は
無
か
っ
た
。

日
本
版
Ｒ
Ｓ
の
運
行
開
始
か
ら
１
年

　

４
月
の
定
例
記
者
会
見
で
、
関

東
運
輸
局
の
矢
吹
尚
子
・
自
動
車

交
通
部
長
は
、
日
本
版
ラ
イ
ド

シ
ェ
ア
の
運
用
開
始
か
ら
１
年
が

経
過
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、「
日

本
版
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
を
開
始
し
て

以
降
、
毎
週
の
配
車
ア
プ
リ
の

デ
ー
タ
で
も
、
日
本
版
Ｒ
Ｓ
の
導

入
前
と
比
較
し
て
、
管
内
の
ど
の

交
通
圏
で
も
マ
ッ
チ
ン
グ
率
の
向

上
が
一
定
程
度
み
ら
れ
て
い
る
。

タ
ク
シ
ー
の
稼
働
台
数
の
増
加
と

併
せ
て
、
需
要
に
対
応
で
き
て
い

る
の
で
は
な
い
か
」
と
の
見
方
を

示
し
た
上
で
、「
引
き
続
き
、
各

事
業
者
が
タ
ク
シ
ー
を
う
ま
く
補

完
す
る
形
で
、
ド
ラ
イ
バ
ー
と
利

用
者
の
双
方
に
と
っ
て
良
い
形
で

活
用
し
て
も
ら
え
る
よ
う
な
使
い

方
を
工
夫
し
て
も
ら
え
た
ら
」
と

の
感
想
を
述
べ
た
。

神
奈
川
県
京
浜
と
千
葉
は
追
加
無
し

関
東
運
輸
局
が
定
例
記
者
会
見
を
開
く

特
区
武
三
は
Ｎ
Ｒ
Ｓ
６
２
０
台
を
追
加

t o p i c s

　

一
方
で
、
矢
吹
・
自
交
部
長

は
、「
一
部
の
交
通
圏
に
お
い
て
、

時
間
帯
に
よ
っ
て
は
、
も
う
少
し

日
本
版
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
の
車
両
配

分
が
必
要
」
と
の
認
識
を
示
し
、

国
交
省
本
省
か
ら
の
指
示
に
基
づ

き
、
日
本
版
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
の
先

行
12
地
域
（
関
運
局
管
内
で
は
、

東
京
都
特
別
区
・
武
三
、
神
奈
川

県
京
浜
、
埼
玉
県
県
南
中
央
、
千

葉
の
４
交
通
圏
）
を
対
象
に
、
３

回
目
と
な
る
日
本
版
Ｒ
Ｓ
の
追
加

配
分
が
必
要
か
ど
う
か
の
判
断
を

行
い
、
そ
の
結
果
、
東
京
都
特
別

区
・
武
三
で
平
日
朝
の
月
曜
〜
金

曜
の
午
前
８
時
台
〜
10
時
台
の
時

間
帯
に
不
足
車
両
数
と
し
て
６
２

０
台
、
埼
玉
県
県
南
中
央
で
週
末

と
な
る
金
曜
・
土
曜
・
日
曜
の
夕

方
と
な
る
午
後
５
時
台
〜
翌
早
朝

の
午
前
６
時
台
の
時
間
帯
に
不
足

車
両
数
と
し
て
２
５
０
台
が
、
３

回
目
と
し
て
配
分
さ
れ
る
と
し

た
。
神
奈
川
県
京
浜
と
千
葉
の
両

交
通
圏
で
は
、
マ
ッ
チ
ン
グ
率
が

改
善
さ
れ
て
い
る
と
し
て
日
本
版

Ｒ
Ｓ
の
不
足
車
両
は
出
な
か
っ
た

と
し
た
。

　

そ
の
上
で
、
東
京
都
特
別
区
・

武
三
（
日
本
版
Ｒ
Ｓ
の
不
足
車
両

数
６
２
０
台
）
と
埼
玉
県
県
南
中

央
（
不
足
車
両
数
２
５
０
台
）
の

両
交
通
圏
の
タ
ク
シ
ー
事
業
者
を

対
象
に
、
３
回
目
の
配
分
に
対
す

る
意
向
調
査
を
実
施
し
て
い
る
と

し
た
。意
向
調
査
結
果
に
基
づ
き
、

日
本
版
Ｒ
Ｓ
の
不
足
台
数
が
営
業

所
単
位
に
割
り
振
ら
れ
る
形
で
配

分
さ
れ
る
。

Ｎ
Ｒ
Ｓ
許
可
返
納
で
も
意
向
調
査

　

一
方
で
、
日
本
版
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア

の
３
回
目
の
配
分
に
併
せ
る
形
で
、

同
じ
く
先
行
12
地
域
に
お
い
て
日

本
版
Ｒ
Ｓ
の
許
可
は
受
け
た
も
の

の
、
実
際
の
運
行
に
至
っ
て
い
な

い
事
業
者
に
対
す
る
、
日
本
版
Ｒ

Ｓ
許
可
の
返
納
に
つ
い
て
も
意
向

調
査
を
実
施
し
て
い
る
と
し
た
。

暫
定
増
車
は
認
可
か
ら
早
期
運
行
へ

　

準
特
定
地
域
に
お
け
る
タ
ク

シ
ー
未
稼
働
枠
の
暫
定
活
用
に
よ

る
１
年
間
の
期
間
限
定
増
車
に
つ

い
て
、
矢
吹
・
自
交
部
長
は
、「
事

業
計
画
の
変
更
認
可
申
請
を
３
月

28
日
付
で
認
可
し
て
お
り
、
車
両

の
登
録
に
必
要
な
書
類
は
随
時
に

発
行
し
て
い
る
状
況
で
、
各
事
業

者
に
お
い
て
手
続
き
を
進
め
て
も

ら
っ
て
い
る
と
こ
ろ
だ
と
承
知
し

て
い
る
。
可
能
な
限
り
早
く
登
録

を
し
て
、
稼
働
し
て
行
っ
て
欲
し

い
と
思
っ
て
い
る
」な
ど
と
し
た
。

12
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東
京
都
内
の
法
人
タ
ク

シ
ー
乗
務
員
数
の
頭
打
ち
傾

向
が
鮮
明
に
な
っ
て
い
る
。

東
京
タ
ク
シ
ー
セ
ン
タ
ー
が

こ
の
ほ
ど
ま
と
め
た
今
年
３

月
末
の
特
別
区
・
武
三
交
通

圏
に
お
け
る
法
人
タ
ク
シ
ー

運
転
者
証
の
発
行
件
数
は

５
万
３
４
０
１
件
で
、
２
月

の
５
万
３
５
０
４
件
か
ら

１
０
３
件
、
０
・
２
％
の
微
減

だ
っ
た
。
東
京
業
界
で
は
、

実
働
日
車
営
収
の
頭
打
ち
傾

向
も
重
な
っ
て
、
早
期
運
賃
改
定
に
向
け
た
機
運
が
高
ま
っ
て
い

る
状
況
だ
。

昨
年
末
ま
で
は
順
調
に
増
加
傾
向

　

東
京
タ
ク
シ
ー
セ
ン
タ
ー
が
ま

と
め
て
い
る
法
人
タ
ク
シ
ー
運
転

者
証
の
交
付
件
数
に
よ
る
と
、
令

和
元
年
度
末
（
２
０
２
０
年
３
月

31
日
）
に
５
万
８
２
５
７
件
だ
っ

た
交
付
件
数
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中

で
激
減
し
、
令
和
４
年
度
末
（
２

０
２
３
年
３
月
31
日
）
に
は
４

万
８
５
１
５
件
と
、
１
万
件
弱
、

16
・
７
％
も
減
少
し
た
。

　

し
か
し
、
コ
ロ
ナ
禍
が
収
束
す

る
と
一
転
し
て
、
運
転
者
証
の
発

行
件
数
は
増
加
傾
向
と
な
り
、
令

和
５
年
度
末
（
２
０
２
４
年
３
月

31
日
）
に
は
５
万
０
８
７
４
件
と

な
り
、
そ
の
後
も
２
０
２
４
年
４

月
末
が
５
万
１
４
０
０
件
（
＋
５

２
６
）、
５
月
末
が
５
万
２
０
３

３
件
（
＋
６
３
３
）、
６
月
末
が

５
万
２
４
５
８
件
（
＋
４
２
５
）、

７
月
末
が
５
万
２
７
８
１
件
（
＋

都
内
法
人
タ
ク
シ
ー
乗
務
員
数
頭
打
ち

運
賃
改
定
に
向
け
た
機
運
が
高
ま
る

t o p i c s

　

関
西
国
際
空

港
に
、
配
車

ア
プ
リ
専
用
の

タ
ク
シ
ー
乗
り

場
が
設
置
さ
れ

た
。
第
１
タ
ー

ミ
ナ
ル
の
１
階

出
口
の
先
に
あ

る
２
番
乗
り
場

が
配
車
ア
プ
リ
専
用
の
タ
ク
シ
ー
乗
り
場
と
な
り
、
タ
ク
シ
ー
乗

り
場
の
案
内
板
に
は
「
配
車
ア
プ
リ
Ｒ
ｉ
ｄ
ｅ
Ａ
ｐ
ｐ
Ｐ
ｉ
ｃ
ｋ

ｕ
ｐ
」
の
表
記
（
ほ
か
に
中
国
語
と
韓
国
語
）
が
な
さ
れ
、
Ｕ
ｂ

ｅ
ｒ
、
Ｇ
Ｏ
、
Ｄ
ｉ
Ｄ
ｉ
の
配
車
ア
プ
リ
３
社
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
も

掲
出
さ
れ
て
い
る
。
Ｕ
ｂ
ｅ
ｒ
ア
プ
リ
で
は
、
配
車
ア
プ
リ
内
で

ア
プ
リ
専
用
乗
り
場
ま
で
の
道
順
案
内
が
写
真
付
で
表
示
さ
れ
る

な
ど
、
空
港
に
お
け
る
配
車
ア
プ

リ
の
利
用
が
、
さ
ら
に
進
む
こ
と

に
な
り
そ
う
だ
。

関
西
国
際
空
港
に
配
車
ア
プ
リ
乗
り
場

Ｕ
ｂ
ｅ
ｒ
、Ｇ
Ｏ
、Ｄ
ｉ
Ｄ
ｉ
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
も

t o p i c s

３
２
３
）、
８
月
末
が
５
万
２
９

６
８
件
（
＋
１
８
７
）、
９
月
末

が
５
万
３
０
７
６
件
（
＋
１
０

８
）、
10
月
末
が
５
万
３
３
５
３

件
（
＋
２
７
７
）、
11
月
末
が
５

万
３
５
８
９
件
（
＋
２
３
６
）、

12
月
末
が
５
万
３
７
３
５
件
（
＋

１
４
６
）
と
、
増
減
は
あ
り
な
が

ら
も
、
運
転
者
証
の
新
規
発
行
件

数
が
返
納
数
を
上
回
る
状
況
が
続

い
て
来
て
い
た
。

１
月
と
３
月
は
運
転
者
証
交
付
数
減

　

と
こ
ろ
が
、
年
が
明
け
た
２
０

２
５
年
１
月
末
の
法
人
タ
ク
シ
ー

運
転
者
証
の
交
付
件
数
は
５
万
３

４
７
６
件
と
、
前
月
の
５
万
３
７

３
５
件
か
ら
２
５
９
件
の
減
と
な

り
、
そ
の
後
は
、
２
月
末
が
５
万

３
５
０
４
件
（
＋
28
件
）、
３
月

末
が
５
万
３
４
０
１
件
（
－
１
０

３
件
）
と
、
１
月
と
３
月
は
返
納

数
が
新
規
発
行
件
数
を
上
回
り
、

２
月
は
横
ば
い
と
、
東
京
都
内
の

法
人
タ
ク
シ
ー
乗
務
員
数
の
頭
打

ち
傾
向
が
鮮
明
に
な
っ
て
い
る
状

況
だ
。

　

さ
ら
に
、
実
働
日
車
営
収
の

頭
打
ち
傾
向
も
重
な
っ
て
、
東

京
業
界
で
は
、
早
期
運
賃
改
定

に
向
け
た
機
運
が
高
ま
っ
て
い

る
状
況
だ
。



　

全
タ
ク
連
は
４
月
11
日
、
都
内

千
代
田
区
市
ヶ
谷
の
「
自
動
車
会

館
」
で
労
務
委
員
会
（
武
居
利
春

委
員
長
）
を
開
き
、
国
土
交
通
省

物
流
・
自
動
車
局
旅
客
課
の
小
嶋
隆
弘
・
タ
ク
シ
ー

事
業
活
性
化
調
整
官
（
タ
ク
シ
ー
班
長
）
か
ら
「
地

域
交
通
を
巡
る
諸
情
勢
に
つ
い
て
」
と
題
し
た
講

演
を
聴
い
た
ほ
か
、
１
号
特
定
技
能
外
国
人
ド
ラ

イ
バ
ー
を
雇
用
す
る
際
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
作
成
や
１
号
特
定
技

能
外
国
人
の
新
任
運
転
者
研
修
、
１
号
特
定
技
能
外
国
人
ド
ラ
イ

バ
ー
採
用
Ｐ
Ｒ
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
作
成
な
ど
に
つ
い
て
報
告
し
た
。

　

ま
た
、
全
国
労
務
連
絡
会
を
、
11
月
13
日
の
午
後
１
時
30
分
か

ら
都
内
千
代
田
区
の
「
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
市
ヶ
谷
」
で
開
催
す
る
と

し
た
。

武
居
労
務
委
員
長
が
冒
頭
あ
い
さ
つ

　

冒
頭
の
挨
拶
で
、
武
居
利
春
・

労
務
委
員
長
は
、「
日
本
維
新
の

会
が
国
会
に
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
新
法

案
を
提
出
し
た
。
こ
の
ラ
イ
ド

シ
ェ
ア
新
法
案
で
言
う
と
こ
ろ
の

ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
は
、
日
本
版
ラ
イ

ド
シ
ェ
ア
は
違
う
も
の
だ
」
と
指

摘
し
た
上
で
、「
い
よ
い
よ
、
タ
ク

シ
ー
事
業
者
で
交
通
空
白
地
を
埋

め
て
い
く
、
そ
の
た
め
に
は
道
路

運
送
法
78
条
２
号
の
日
本
版
ラ
イ

ド
シ
ェ
ア
、
さ
ら
に
は
同
３
号
の

公
共
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
を
、
ど
ん
ど

ん
緩
和
し
て
も
ら
う
中
で
、
我
々

が
事
業
と
し
て
携
わ
っ
て
、
お
客

様
に
対
し
て
『
交
通
空
白
地
を
無

く
し
ま
す
よ
』
と
、
や
っ
て
来
た

が
、
こ
う
し
て
新
法
案
が
出
て
来

て
、
米
国
式
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
と
い

う
、
業
務
委
託
で
、
台
数
制
限
も

無
く
、
時
間
も
自
由
に
や
ら
せ
て

下
さ
い
、
と
い
う
、
そ
う
い
う
法

案
だ
と
思
っ
て
い
る
」
と
し
、「
こ

全
タ
ク
連
が
労
務
委
員
会
を
開
催
す
る

特
定
技
能
外
国
人
雇
用
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

t o p i c s

　

全
タ
ク

連
は
４
月

９
日
、
都

内
千
代
田
区
市
ヶ
谷
の
「
自

動
車
会
館
」
で
ケ
ア
輸
送

委
員
会
（
石
川
優
委
員
長
）

を
開
き
、
国
土
交
通
省
物

流
・
自
動
車
局
旅
客
課
の

土
肥
祐
二
・
地
域
交
通
室

長
か
ら
「
地
域
交
通
を
巡

る
諸
情
勢
に
つ
い
て
」
と

題
し
た
講
演
を
聴
い
た
。

石
川
ケ
ア
輸
送
委
員
長
が
あ
い
さ
つ

　

冒
頭
の
挨
拶
で
、
石
川
・
ケ

ア
輸
送
委
員
長
は
、「
今
年
度
に

つ
い
て
も
、
Ｕ
Ｄ
タ
ク
シ
ー
導

入
に
対
す
る
国
土
交
通
省
の
補
助

金
（
地
域
公
共
交
通
確
保
維
持
改

善
事
業
費
補
助
金
）
が
用
意
さ
れ

た
。
４
月
21
日
か
ら
交
付
申
請
受

付
が
開
始
さ
れ
る
の
で
、
Ｕ
Ｄ
タ

ク
シ
ー
の
普
及
に
尽
力
し
て
も
ら

え
れ
ば
と
思
う
」
と
し
た
上
で
、

「
Ｕ
Ｄ
研
修
に
つ
い
て
も
、
今
年

３
月
末
に
お
け
る
認
証
実
施
機
関

は
３
７
８
団
体
、
実
施
回
数
は
７

９
２
４
回
と
な
っ
て
お
り
、
17
万

６
０
０
０
人
以
上
が
受
講
し
て
い

る
。
こ
う
し
た
こ
と
も
、
Ｕ
Ｄ
タ

ク
シ
ー
導
入
と
Ｕ
Ｄ
タ
ク
シ
ー
ド

ラ
イ
バ
ー
研
修
が
一
体
化
し
た
こ

と
が
功
を
奏
し
た
も
の
だ
」
な
ど

と
す
る
認
識
を
示
し
た
。

Ｕ
Ｄ
タ
ク
シ
ー
の
積
極
的
な
導
入
を

全
タ
ク
連
が
ケ
ア
輸
送
委
員
会
を
開
く

t o p i c s

れ
に
我
々
は
ど
う
対
応
し
て
行
く

の
か
、
自
民
党
・
公
明
党
は
ど
う

対
応
し
て
行
く
の
か
、
と
な
る
が
、

た
だ
、
日
本
維
新
の
会
も
、
こ
の

法
案
を
（
今
国
会
で
）
通
す
つ
も

り
は
無
く
、
法
案
を
出
す
こ
と
に

意
味
が
る
も
の
な
の
だ
ろ
う
、
と

今
の
と
こ
ろ
は
認
識
し
て
い
る
」

な
ど
と
す
る
見
方
を
示
し
た
。

　

そ
の
上
で
、
武
居
労
務
委
員
長

は
、「
ど
ち
ら
に
せ
よ
、ラ
イ
ド
シ
ェ

ア
新
法
案
を
国
会
に
提
出
し
た
と

い
う
こ
と
は
、
日
本
維
新
の
会
と

し
て
『
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
新
法
を
制

定
し
た
い
』
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、

そ
れ
に
対
し
て
、
我
々
と
し
て
は

タ
ク
シ
ー
事
業
者
と
し
て
し
っ
か

り
と
意
見
を
申
し
述
べ
、
尚
且
つ
、

交
通
空
白
地
に
つ
い
て
は
、
我
々

が
き
ち
ん
と
参
画
し
て
対
応
す

る
、
と
い
う
意
思
表
示
を
キ
チ
ン

と
し
て
行
く
必
要
が
あ
る
と
思
っ

て
い
る
」
な
ど
と
強
調
し
た
。

特
定
技
能
外
国
人
運
転
者
の
雇
用

　

ま
た
、
武
居
労
務
委
員
長
は
、

自
社
（
昭
栄
自
動
車
・
東
京
）
で

取
り
組
む
１
号
特
定
技
能
外
国
人

ド
ラ
イ
バ
ー
の
状
況
や
、
雇
用
す

る
際
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
作
成
の
意

味
に
つ
い
て
も
説
明
し
た
。

14



15

　

全
タ
ク
連
は
４
月
18
日
、
都
内
千
代
田

区
市
ヶ
谷
の
「
自
動
車
会
館
」
に
お
い
て

経
営
委
員
会
（
佐
藤
雅
一
委
員
長
）
を
開

き
、
国
土
交
通
省
物
流
・
自
動
車
局
旅
客

課
の
小
嶋
隆
弘
・
タ
ク
シ
ー
事
業
活
性
化

調
整
官
お
よ
び
武
藤
尚
祥
・
地
域
交
通
対

策
官
か
ら
「
地
域
交
通
を
巡
る
諸
情
勢
に

つ
い
て
」、
同
じ
く
安
全
政
策
課
の
宮
坂
優

斗
専
門
官
か
ら
「
特
定
自
動
運
行
旅
客
運
送
の
管
理
の
受
委
託
に

つ
い
て
」、
ま
た
、
国
交
省
道
路
局
高
速
道
路
課
の
大
谷
彬
専
門
官

お
よ
び
東
日
本
高
速
道
路
（
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
東
日
本
）
の
松
尾
周
栄
・

営
業
部
調
査
役
と
辻
功
太
・
経
営
企
画
部
計
画
調
整
課
長
か
ら
「
高

速
道
路
料
金
の
深
夜
割
引
の
見
直
し
等
に
つ
い
て
」
と
題
し
た
講

演
を
、
そ
れ
ぞ
れ
聴
い
た
。

協
議
対
象
を
１
０
０
万
都
市
以
上
に

　
「
地
域
交
通
を
巡
る
諸
情
勢
に

つ
い
て
」
と
題
し
た
講
演
を
行
っ

た
、
国
交
省
物
流
・
自
動
車
局
旅

客
課
の
小
嶋
隆
弘
・
タ
ク
シ
ー

事
業
活
性
化
調
整
官
は
、
運
賃

改
定
時
に
お
け
る
消
費
者
庁
協
議

対
象
都
市
の
変
更
に
つ
い
て
説
明

し
、「
運
賃
改
定
の
迅
速
化
を
図

る
た
め
、
消
費
者
庁
協
議
の
対
象

を
人
口
50
万
人
以
上
の
都
市
か
ら

１
０
０
万
人
以
上
の
都
市
に
変
更

す
る
」
と
の
考
え
を
示
し
、
こ
れ

ま
で
の
22
ブ
ロ
ッ
ク
が
10
ブ
ロ
ッ

ク
に
減
る
こ
と
で
、
当
該
の
１
２

ブ
ロ
ッ
ク
で
は
運
賃
改
定
の
手
続

き
が
１
カ
月
程
度
短
縮
さ
れ
る
と

し
た
。

　

現
行
で
は
、
運
賃
改
定
時
に
消

費
者
庁
協
議
の
対
象
と
な
る
50
万

人
以
上
の
都
市
を
含
む
運
賃
ブ

ロ
ッ
ク
は
、
北
海
道
札
幌
・
小
樽

（
札
幌
市
）、
宮
城
県
仙
台
（
仙
台

市
）、東
京
都
多
摩
（
八
王
子
市
）、

運
賃
改
定
時
の
消
費
者
庁
協
議
を
削
減

全
タ
ク
連
経
営
委
で
国
交
省
が
説
明

t o p i c s

神
奈
川
県
京
浜
（
横
浜
市
・
川
崎

市
）、
神
奈
川
県
相
模
・
鎌
倉
（
相

模
原
市
）、
埼
玉
県
南
部
（
さ
い

た
ま
市
）、
千
葉
（
千
葉
市
）、
栃

木
（
宇
都
宮
市
）、
新
潟
（
新
潟

市
）、
愛
知
県
名
古
屋
（
名
古
屋

市
）、静
岡
（
静
岡
市
）、大
阪
（
大

阪
市
・
堺
市
）、
京
都
市
域
（
京

都
市
）、
兵
庫
県
神
戸
市
域
（
神

戸
市
）、
兵
庫
（
姫
路
市
）、
広
島

市
域（
広
島
市
）、岡
山（
岡
山
市
）、

愛
媛
（
松
山
市
）、
福
岡
県
市
域

（
福
岡
市
）、
福
岡
県
北
九
州
（
北

九
州
市
）、
熊
本
（
熊
本
市
）、
鹿

児
島
（
鹿
児
島
市
）
の
22
地
区
。

22
地
区
か
ら
10
地
区
に
削
減

　

こ
れ
が
１
０
０
万
以
上
の
都

市
を
含
む
運
賃
ブ
ロ
ッ
ク
に
引

き
上
げ
ら
れ
る
と
、
東
京
都
多
摩

（
八
王
子
市
）、
神
奈
川
県
相
模
・

鎌
倉
（
相
模
原
市
）、
千
葉
（
千

葉
市
）、
栃
木
（
宇
都
宮
市
）、
新

潟
（
新
潟
市
）、静
岡
（
静
岡
市
）、

兵
庫（
姫
路
市
）、岡
山（
岡
山
市
）、

愛
媛
（
松
山
市
）、
福
岡
県
北
九

州（
北
九
州
市
）、熊
本（
熊
本
市
）、

鹿
児
島
（
鹿
児
島
市
）
の
12
地
区

が
対
象
外
と
な
り
、
こ
れ
ら
12
ブ

ロ
ッ
ク
で
は
運
賃
改
定
の
手
続

き
が
１
カ
月
程
度
短
縮
さ
れ
る

こ
と
に
な
る
。

　

全
タ
ク
連
は
４
月
22
日
、
都
内
千
代

田
区
市
ヶ
谷
の
「
自
動
車
会
館
」
に
お

い
て
、
広
報
サ
ー
ビ
ス
委
員
会
（
藤
原

廣
彦
委
員
長
）
を
開
き
、
国
土
交
通
省

物
流
・
自
動
車
局
旅
客
課
の
土
肥
祐
二
・

地
域
交
通
室
長
か
ら
「
地
域
交
通
を
巡

る
諸
情
勢
に
つ
い
て
」
と
題
し
た
講
演

を
聴
い
た
ほ
か
、
ス
イ
ス
に
本
部
を
置

く
総
合
人
材
サ
ー
ビ
ス
企
業
ア
デ
コ
の

大
塚
祐
利
・
シ
ニ
ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

と
抱
石
一
歩
・
シ
ニ
ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
が
、
特
定
技
能
外
国
人
ド
ラ
イ
バ
ー

の
採
用
に
関
す
る
「
特
定
技
能
タ
ク
シ
ー
ド
ラ
イ
バ
ー
の
受
入
れ

に
つ
い
て
」
と
題
す
る
説
明
を
行
っ
た
。

藤
原
広
報
サ
ー
ビ
ス
委
員
長
が
挨
拶

　

冒
頭
の
挨
拶
で
、
藤
原
・
広
報

サ
ー
ビ
ス
委
員
長
は
、「
全
タ
ク

連
に
お
け
る
広
報
の
役
割
は
今
、

大
切
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
広

報
は
、
全
タ
ク
連
と
各
県
協
会
、

並
び
に
傘
下
事
業
者
が
共
通
の
認

識
を
持
っ
て
各
種
の
取
組
を
行
う

こ
と
に
よ
っ
て
タ
ク
シ
ー
事
業
の

円
滑
な
運
営
・
発
展
が
図
ら
れ
る

よ
う
に
す
る
こ
と
だ
」
と
し
な
が

ら
、「
ま
た
、
利
用
者
・
国
民
の

皆
さ
ん
に
対
す
る
正
確
な
各
種
情

報
を
提
供
し
、
タ
ク
シ
ー
の
公
共

性
と
必
要
性
を
、
正
し
く
理
解
し

て
も
ら
う
こ
と
が
重
要
だ
と
思
っ

て
い
る
。
こ
れ
ら
に
よ
っ
て
、
タ

ク
シ
ー
の
公
共
交
通
機
関
と
し
て

の
役
割
を
、
信
頼
を
得
て
、
そ
の

期
待
に
応
え
る
こ
と
に
繋
が
る
と

思
っ
て
い
る
」
な
ど
と
述
べ
た
。

業
界
広
報
活
動
の
重
要
性
を
訴
え
る

全
タ
ク
連
が
広
報
サ
ー
ビ
ス
委
員
会

t o p i c s



営
収
の
頭
打
ち
傾
向
で
運
賃
の
改
定
へ

特
区
武
三
は
６
万
４
０
２
０
円
で
微
減

t o p i c s

　

コ
ロ
ナ
禍
か
ら
の
社
会
・
経
済
活
動
の
正
常
化
や
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
増

加
な
ど
に
伴
い
、
全
国
で
乗
務
員
不
足
に
起
因
す
る
タ
ク
シ
ー
供
給
の
時

間
的
・
地
域
的
な
不
足
が
顕
在
化
し
て
い
る
が
、
そ
の
一
方
で
、
タ
ク
シ
ー

の
稼
働
１
台
当
た
り
の
営
業
収
入
が
頭
打
ち
の
傾
向
を
見
せ
始
め
て
い
る

状
況
だ
。
地
域
事
情
に
応
じ
た
タ
ク
シ
ー
供
給
体
制
の
再
構
築
に
加
え
、

需
要
変
動
な
ど
へ
の
柔
軟
な
運
賃
・
料
金
の
設
定
対
応
が
可
能
と
な
る
ソ

フ
ト
メ
ー
タ
ー
の
機
能
を
活
か
す
こ
と
を
視
野
に
入
れ
た
、
タ
ク
シ
ー
需

要
の
逸
走
を
最
低
限
に
抑
え
る
形
で
の
効
果
的
な
増
収
を
図
る
運
賃
改
定

の
検
討
も
必
要
と
な
っ
て
い
る
。

　

そ
う
し
た
中
で
、
東
京
ハ
イ
ヤ
ー
・
タ
ク
シ
ー
協
会
（
川
鍋
一
朗
会

長
）
が
こ
の
ほ
ど
ま
と
め
た
、
東
京
都
特
別
区
・
武
三
地
区
に
お
け

る
今
年
３
月
の
原
価
計
算
対
象
29
社
（
普
通
車
２
５
９
６
台
）
の
輸
送
実
績
で
は
、
実
働
日
車
営
収
が

６
万
４
０
２
０
円
で
、
前
年
３
月
の
６
万
５
２
５
５
円
か
ら
１
・
９
％
の
マ
イ
ナ
ス
だ
っ
た
。
２
月
の
実
働

日
車
営
収
も
６
万
０
２
１
８
円
で
、
前
年
２
月
の
６
万
１
１
０
０
円
か
ら
１
・
４
％
の
マ
イ
ナ
ス
と
な
っ
て

お
り
、東
京
都
内
で
は
、稼
働
１
台
当
た
り
の
営
業
収
入
は
、頭
打
ち
傾
向
が
鮮
明
と
な
っ
て
い
る
状
況
だ
。

　

そ
の
背
景
に
あ
る
の
は
、
実
働
率
の
上
昇
で
、
特
別
区
・
武
三
地
区
の
３
月
は
、
昨
年
同
月
の
68
・
６
％

か
ら
３
・
６
ポ
イ
ン
ト
上
昇
の
72
・
２
％
と
な
り
、
70
％
の
大
台
に
乗
っ
た
。
一
方
で
、
東
京
業
界
で
は
、

実
働
日
車
営
収
が
頭
打
ち
傾
向
と
な
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
運
賃
改
定
を
見
据
え
た
検
討
も
進
み
つ
つ

あ
る
状
況
で
、
特
別
区
・
武
三
地
区
で
は
、
次
回
の
運
賃
改
定
を
機
に
、
配
車
ア
プ
リ
と
ソ
フ
ト
メ
ー
タ
ー

の
一
体
的
運
用
も
模
索
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
そ
う
だ
。

〈
本
紙
編
集
長
＝
熊
澤　

義
一
〉

全
国
的
に
営
収
の
足
踏
み
傾
向

　

全
タ
ク
連
が
サ
ン
プ
ル
調
査
を

実
施
し
て
い
る
、
２
０
１
９
年
同

月
比
で
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
に
よ
る
営
業
収
入

の
変
化
で
は
、
３
月
の
全
国
平

均
は
２
０
１
９
年
同
月
比
で
92
・

８
％
だ
っ
た
。
こ
ち
ら
も
、
１
月

の
92
・
４
％
、
２
月
の
93
％
と
、

足
踏
み
状
態
が
続
い
て
お
り
、
昨

年
３
月
の
90
・
７
％
に
対
し
て
も

２
・
１
ポ
イ
ン
ト
の
微
増
と
い
う

状
況
だ
。

　

２
０
１
９
年
同
月
比
で
、
プ
ラ

ス
の
実
績
と
な
っ
て
い
る
の
は
、

関
東
の
茨
城
（
１
１
３
・
３
％
）、

栃
木
（
１
１
１
％
）、
埼
玉
（
１

０
６
・
２
％
）、千
葉（
１
２
５
％
）、

東
京
（
１
１
２
・
１
％
）、
神
奈

川
（
１
０
５
・
７
％
）、
お
よ
び

北
陸
・
信
越
の
富
山
（
１
０
１
・

６
％
）、
中
部
の
福
井
（
１
１
１
・

２
％
）、
近
畿
の
大
阪
（
１
１
５
・

９
％
）、
中
国
の
広
島
（
１
０
７
・

３
％
）、
九
州
の
福
岡
（
１
０
１
・

６
％
）
と
熊
本
（
１
０
４
・
５
％
）、

そ
し
て
沖
縄
（
１
２
８
・
２
％
）

な
ど
と
な
っ
て
お
り
、
２
０
１
９

年
同
月
比
で
実
績
プ
ラ
ス
と
な
っ

た
都
道
府
県
数
で
は
、
関
東
圏
の

突
出
ぶ
り（
８
都
県
中
の
６
都
県
）

が
顕
著
だ
。

　

近
畿
で
は
、
大
阪
が
唯
一
、
２

０
１
９
年
同
月
比
で
の
実
績
が
プ

ラ
ス
（
１
１
５
・
９
％
）
と
な
っ

て
い
る
一
方
で
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

需
要
が
旺
盛
な
京
都
は
98
・
３
％

と
微
減
状
態
が
続
い
て
い
る
ほ

か
、
神
戸
市
の
あ
る
兵
庫
も
84
・

５
％
に
留
ま
っ
て
い
る
状
況
だ
。

さ
ら
に
１
年
前
の
昨
年
３
月
実
績

で
京
都
は
99
・
７
％
、
兵
庫
は
同

じ
く
89
・
４
％
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、

両
府
県
と
も
に
昨
年
３
月
の
実
績

を
下
回
っ
て
い
る
。
運
賃
改
定
に

併
せ
て
、
乗
務
員
募
集
の
方
法
見

直
し
や
、
乗
務
員
人
材
の
定
着
に

向
け
た
、
各
社
ご
と
に
加
え
て
地

域
業
界
全
体
で
の
取
組
も
必
要
な

状
況
だ
。

東
北
と
九
州
が
厳
し
い
状
況
続
く

　

ま
た
、
同
じ
く
全
タ
ク
連
が
毎

月
ま
と
め
て
い
る
、「
タ
ク
シ
ー

乗
務
員
数
の
推
移
（
登
録
実
施
機

関
別
運
転
者
証
交
付
数
の
推
移
）」

で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
直
後
の
２
０
２

３
年
３
月
末
を
起
点
と
し
た
、
登

録
実
施
機
関
別
の
運
転
者
証
交
付

数
の
推
移
に
関
し
て
、
24
カ
月

間
（
２
年
間
）
が
経
過
し
て
も
、

さ
ら
な
る
マ
イ
ナ
ス
状
態
に
あ
る

の
が
、
東
北
の
青
森
（
マ
イ
ナ
ス

５
％
、
－
１
４
７
人
）、
岩
手
（
マ

イ
ナ
ス
６
％
、
－
１
３
４
人
）、

宮
城
Ａ
（
仙
台
な
ど
、
マ
イ
ナ
ス

１
％
、
－
37
人
）、
宮
城
Ｂ
（
マ

イ
ナ
ス
５
％
、－
82
人
）、秋
田（
マ

イ
ナ
ス
７
％
、－
88
人
）、山
形（
マ

イ
ナ
ス
３
％
、－
43
人
）、福
島（
マ

イ
ナ
ス
１
％
、
－
29
人
）
で
、
管

内
７
県
の
す
べ
て
が
マ
イ
ナ
ス
と

い
う
状
況
だ
。

　

九
州
も
、
福
岡
Ａ
（
マ
イ
ナ
ス

８
％
、
－
２
７
７
人
）、
福
岡
Ｃ

16
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（
マ
イ
ナ
ス
８
％
、－
２
１
８
人
）、

佐
賀（
マ
イ
ナ
ス
３
％
、－
36
人
）、

長
崎
（
マ
イ
ナ
ス
９
％
、
－
２
８

８
人
）、
大
分
（
マ
イ
ナ
ス
７
％
、

－
１
４
８
人
）、
宮
崎
（
マ
イ
ナ

ス
７
％
、
－
１
２
７
人
）、
鹿
児

島
（
マ
イ
ナ
ス
５
％
、
－
１
１
３

人
）
な
ど
と
、
福
岡
市
の
あ
る
福

岡
Ｂ
（
１
１
１
％
）
と
熊
本
（
１

０
３
％
）
を
除
く
と
マ
イ
ナ
ス
と

な
っ
て
い
る
。　

　

一
方
で
、
こ
ち
ら
も
関
東
は
好

調
で
、
１
都
７
県
の
す
べ
て
で
２

０
１
９
年
３
月
比
プ
ラ
ス
を
達
成

し
て
い
る
。
東
北
・
九
州
以
外
で

マ
イ
ナ
ス
だ
っ
た
の
は
、
新
潟
・

富
山
・
岐
阜
・
愛
知
Ｂ
・
京
都
Ｂ
・

奈
良
・
和
歌
山
・
鳥
取
・
広
島
Ａ
、

山
口
・
愛
媛
・
高
知
な
ど
。

コ
ロ
ナ
禍
減
少
分
の
約
２
割
を
戻
す

　

コ
ロ
ナ
禍
直
前
の
２
０
２
０
年

３
月
末
に
お
け
る
全
国
の
タ
ク

シ
ー
乗
務
員
数
は
28
万
２
１
６
８

人
だ
っ
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
の
間
に

５
万
０
２
３
０
人
減
と
な
り
、
そ

こ
か
ら
の
２
年
間
で
９
８
７
２

人
、
19
・
７
％
、
約
２
割
を
戻
し

た
格
好
だ
。

★

車種 年月
延実在
車両数

（日車）

延実働
車両数

（日車）

実働率
（％）

実車
キロ

走行
キロ

実車率
（％）

輸送
回数

輸送
人員

運送収入
（千円）

迎車
回数

実働１日１車当たり
走行
キロ

輸送
回数

運送
収入

普
通
車

令和 7 年
２月 21,392 14,721 68.8 1,173,954 2,788,286 42.1 375,886 463,816 715,065 165,133 189.4 25.5 48,574

令和 6 年
２月 21,837 14,096 64.6 1,147,413 2,678,269 42.8 373,324 464,100 700,734 173,430 190 26.5 49,712

前年対比 98.0% 104.4% 106.6% 102.3% 104.1% 98.3% 100.7% 99.9% 102.0% 95.2% 99.7% 96.4% 97.7%

 ● 東京都多摩地区　原価計算対象 16 事業者 823 台（うち普通車 764 台）　輸送実績速報（令和７年２月分）

車種 年月
延実在
車両数

（日車）

延実働
車両数

（日車）

実働率
（％）

実車
キロ

走行
キロ

実車率
（％）

輸送
回数

輸送
人員

運送収入
（千円）

迎車
回数

実働１日１車当たり
走行
キロ

輸送
回数

運送
収入

普
通
車

令和 7 年
３月 23,684 16,286 68.8 1,373,594 3,194,461 43.0 441,523 550,776 840,403 200,185 196.1 27.1 51,603

令和 6 年
３月 23,352 15,168 65.0 1,300,192 2,990,869 43.5 414,901 519,039 792,025 182,509 197.2 27.4 52,217

前年対比 101.4% 107.4% 105.9% 105.6% 106.8% 98.9% 106.4% 106.1% 106.1% 109.7% 99.5% 99.1% 98.8%

 ● 東京都多摩地区　原価計算対象 16 事業者 823 台（うち普通車 764 台）　輸送実績速報（令和７年３月分）

車種 年月
延実在
車両数

（日車）

延実働
車両数

（日車）

実働率
（％）

実車
キロ

走行
キロ

実車率
（％）

輸送
回数

輸送
人員

運送収入
（千円）

迎車
回数

実働１日１車当たり
走行
キロ

輸送
回数

運送
収入

普
通
車

令和 7 年
２月 72,940 53,027 72.7 5,998,521 12,940,690 46.4 1,290,991 1,661,815 3,193,185 365,360 244.0 24.3 60,218

令和 6 年
２月 75,578 51,413 68.0 5,909,104 12,443,067 47.5 1,306,428 1,685,928 3,141,358 348,459 242.0 25.4 61,100

前年対比 96.5% 103.1% 106.9% 101.5% 104.0% 97.6% 98.8% 98.6% 101.6% 104.9% 100.8% 95.8% 98.6%

令和７年
１月 81,189 55,641 68.5 6,299,555 13,560,155 46.5 1,353,162 1,761,407 3,345,822 396,131 243.7 24.3 60,132

前月対比 89.8% 93.6% 106.1% 95.2% 95.4% 99.8% 95.4% 94.3% 95.4% 92.2% 100.1% 100.0% 100.1%

 ● 東京都特別区・武三地区　原価計算対象 29 事業者 2,605 台　輸送実績速報（令和７年２月分）

車種 年月
延実在
車両数

（日車）

延実働
車両数

（日車）

実働率
（％）

実車
キロ

走行
キロ

実車率
（％）

輸送
回数

輸送
人員

運送収入
（千円）

迎車
回数

実働１日１車当たり
走行
キロ

輸送
回数

運送
収入

普
通
車

令和 7 年
３月 80,476 58,094 72.2 6,970,217 14,365,283 48.5 1,493,930 1,935,104 3,719,149 463,707 247.3 25.7 64,020

令和 6 年
３月 81,429 55,833 68.6 6,848,861 13,941,857 49.1 1,464,405 1,907,846 3,643,390 406,049 249.7 26.2 65,255

前年対比 98.8% 104.0% 105.3% 101.8% 103.0% 98.8% 102.0% 101.4% 102.1% 114.2% 99.0% 98.0% 98.1%

令和７年
２月 72,940 53,027 72.7 5,998,521 12,940,690 46.4 1,290,991 1,661,815 3,193,185 365,360 244.0 24.3 60,218

前月対比 110.3% 109.6% 99.3% 116.2% 126.5% 104.5% 115.7% 116.4% 116.5% 126.9% 101.4% 105.8% 106.3%

 ● 東京都特別区・武三地区　原価計算対象 29 事業者 2,596 台　輸送実績速報（令和７年３月分）
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ブロック 都道府県
昨年３月の

19 年比
（％）

１月の
19 年比
（％）

２月の
19 年比
（％）

３月の
19 年比
（％）

北海道 北海道（5 社うち 4 社が 23 年に運賃改定） 82.2 87.9 89.5 93.6 

東北

青森（5 社、全社が 23 年 6 月 15 日運賃改定） 90.2 93.6 97.8 96.9 
岩手（5 社、全社が 22 年 12 月 19 日運賃改定） 74.1 76.0 77.9 79.9 
宮城（5 社、全社が 23 年に運賃改定） 92.3 81.8 92.5 89.6 
秋田（5 社、全社が 23 年に運賃改定） 68.8 68.3 72.8 69.0 
山形（5 社、全社が 23 年に運賃改定） 67.4 79.8 82.0 68.8 
福島（7 社、全社が 21 年 11 月 1 日運賃改定） 81.8 79.5 78.8 82.8 

関東

茨城（5 社、全社が 23 年 9 月 19 日運賃改定） 95.5 119.8 111.3 113.3 
栃木（9 社、全社が 23 年 12 月 4 日改定） 103.6 101.5 93.7 111.0 
群馬（5 社、全社が 23 年 10 月 10 日改定） 90.2 82.3 84.5 89.9 
埼玉（5 社、全社が 23 年 11 月 20 日運賃改定） 98.4 113.1 108.2 106.2 
千葉（6 社、全社が 23 年 11 月 20 日運賃改定） 129.5 129.6 127.0 125.0 
東京（5 社、全社が 22 年 11 月 14 日運賃改定） 95.3 111.7 107.3 112.1 
神奈川（5 社、4 社が 23 年 11 月、1 社が 24 年 3 月） 99.0 106.3 105.2 105.7 
山梨（4 社うち 3 社が 24 年 4 月 8 日運賃改定） 86.9 87.7 81.0 93.3 

北陸信越

新潟（5 社うち 4 社が 23 年 10 月 25 日運賃改定） 88.9 83.1 81.0 79.6 
富山（4 社、全社が 23 年 9 月 11 日運賃改定） 107.0 105.2 103.4 101.6 
石川（4 社、全社が 23 年 6 月 26 日運賃改定） 123.0 86.9 89.9 93.3 
長野（4 社、全社が 23 年 9 月 25 日運賃改定） 84.0 102.9 102.3 97.1 

中部

福井（5 社、全社が 23 年 10 月 25 日運賃改定） 102.0 111.6 116.1 111.2 
岐阜（5 社、全社が 23 年に運賃改定） 96.7 96.5 98.7 96.4 
静岡（5 社、全社が 23 年 9 月に運賃改定） 87.9 76.8 78.9 76.2 
愛知（5 社うち 2 社が 23 年 3 月 20 日改定） 87.9 91.0 89.5 91.8 
三重（5 社、全社が 23 年 9 月 11 日運賃改定） 94.3 90.8 90.7 87.9 

近畿

滋賀（6 社、全社が 23 年 5 月 1 日運賃改定） 84.0 80.4 81.4 77.7 
京都（6 社うち 4 社が 23 年 5 月、2 社が 24 年 3 月） 99.7 94.8 97.4 98.3 
大阪（5 社、全社が 23 年 5 月 31 日運賃改定） 106.0 117.6 115.5 115.9 
兵庫（6 社うち 5 社が 23 年 5 月 31 日運賃改定） 89.4 82.6 84.5 84.5 
奈良（5 社、全社が 24 年 11 月 11 日運賃改定） 76.7 82.4 86.3 80.1 
和歌山（5 社、全社が 23 年 7 月 3 日運賃改定） 81.4 67.8 67.4 73.7 

中国

鳥取（4 社、全社が 23 年 12 月 25 日運賃改定） 91.3 92.4 99.8 92.8 
島根（5 社、全社が 24 年 3 月 29 日運賃改定） 83.7 74.0 73.7 78.0 
岡山（5 社、全社が 23 年 6 月 26 日運賃改定） 90.8 92.9 95.2 90.6 
広島（5 社、全社が 23 年 6 月 26 日運賃改定） 94.0 109.7 108.9 107.3 
山口（5 社、全社が 23 年 8 月 1 日運賃改定） 85.2 84.3 86.0 82.9 

四国

徳島（5 社、全社が 23 年 9 月 11 日運賃改定） 94.0 91.2 87.6 91.5 
香川（5 社、全社が 23 年 3 月 6 日に運賃改定） 92.1 96.6 98.7 90.0 
愛媛（6 社うち 5 社が 23 年 6 月 26 日運賃改定） 68.8 77.8 77.9 78.4 
高知（5 社、全社が 24 年 2 月 19 日運賃改定） 83.8 79.5 80.8 79.7 

九州

福岡（8 社、うち 7 社が 23 年 8 月に運賃改定） 87.7 101.8 101.7 101.6 
佐賀（9 社、全社が 23 年 10 月 25 日運賃改定） 87.2 88.0 88.3 87.8 
長崎（5 社、全社が 23 年 9 月 1 日運賃改定） 90.8 82.8 84.2 84.6 
熊本（4 社、全社が 24 年 4 月 26 日運賃改定） 79.0 106.9 109.8 104.5 
大分（6 社、全社が 23 年 7 月 12 日運賃改定） 76.2 74.0 78.8 75.0 
宮崎（5 社、全社が 23 年 7 月 26 日運賃改定） 93.3 89.2 87.2 88.9 
鹿児島（6 社、全社が 23 年 8 月 1 日運賃改定） 91.3 92.8 95.3 95.8 

沖縄 沖縄（1 グループ +4 社、全社が 23 年に運賃改定） 108.4 120.8 125.7 128.2 
全国の営業収入の 2019 年同月比 90.7 92.4 93.0 92.8 

 ● 新型コロナウィルス感染症の影響による営業収入の変化（全タク連が実施したサンプル調査）
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登録実施機関 2020.3.31 2023.3.31 減少数 2023.3.31
充足率 2025.3.31 2025.3.31

充足率
直近 3 カ月

の増減
24 カ月間

での増減率
北海道Ａ 8,528 6,647 1,881 77.9% 6,822 80.5% △ 60 103%
北海道Ｂ 8,547 6,862 1,685 80.3% 6,845 80.5% △ 29 100%

青 森 3,482 2,713 769 77.9% 2,566 73.9% △ 36 95%
岩 手 2,675 2,211 464 82.7% 2,077 77.6% △ 22 94%

宮 城 Ａ 3,970 3,238 732 81.6% 3,201 80.5% △ 29 99%
宮 城 Ｂ 1,853 1,506 347 81.3% 1,424 77.0% △ 13 95%

秋 田 1,576 1,283 293 81.4% 1,195 75.8% △ 20 93%
山 形 1,609 1,366 243 84.9% 1,323 82.4% △ 36 97%
福 島 3,464 3,091 373 89.2% 3,062 88.7% △ 6 99%
茨 城 3,135 2,658 477 84.8% 2,669 84.4% 3 100%
栃 木 1,982 1,716 266 86.6% 1,737 87.3% △ 17 101%
群 馬 1,612 1,338 274 83.0% 1,442 89.3% 3 108%

埼 玉 Ａ 4,053 3,316 737 81.8% 3,427 84.5% △ 23 103%
埼 玉 Ｂ 5,212 4,355 857 83.6% 4,411 84.6% △ 7 101%
千 葉 Ａ 6,280 5,471 809 87.1% 5,710 91.4% △ 33 104%
千 葉 Ｂ 2,621 2,325 296 88.7% 2,532 96.9% 7 109%
東 京 Ａ 58,257 48,515 9,742 83.3% 53,401 91.8% △ 334 110%
東 京 Ｂ 6,297 5,141 1,156 81.6% 5,130 81.7% △ 35 100%

神奈川Ａ 11,945 10,032 1,913 84.0% 10,928 91.4% △ 92 109%
神奈川Ｂ 5,214 4,260 954 81.7% 4,413 84.8% △ 55 104%

山 梨 1,232 960 272 77.9% 1,053 85.9% △  4 110%
新 潟 3,731 2,982 749 79.9% 2,899 77.8% △ 18 97%
富 山 1,077 855 222 79.4% 852 79.1% △ 2 100%
石 川 2,321 1,898 423 81.8% 1,934 82.8% △ 13 102%
長 野 3,273 2,594 679 79.3% 2,658 81.3% 0 102%
福 井 1,109 939 170 84.7% 933 84.2% 2 99%
岐 阜 2,106 1,594 512 75.7% 1,607 76.0% 1 101%
静 岡 6,082 4,960 1,122 81.6% 4,856 80.1% △ 3 98%

愛 知 Ａ 9,168 7,219 1,949 78.7% 7,737 84.5% △ 45 107%
愛 知 Ｂ 3,323 2,558 765 77.0% 2,613 78.4% △ 12 102%

三 重 1,526 1,230 296 80.6% 1,271 83.6% △ 16 103%
滋 賀 1,340 1,108 232 82.7% 1,114 83.7% △ 21 101%

京 都 Ａ 7,953 6,147 1,806 77.3% 6,694 83.9% 37 109%
京 都 Ｂ 409 347 62 84.8% 320 77.5% 1 92%
大 阪 Ａ 19,247 16,028 3,219 83.3% 18,007 93.4% 67 112%
大 阪 Ｂ 2,222 1,815 407 81.7% 1,954 87.3% 9 108%
兵 庫 Ａ 7,278 5,758 1,520 79.1% 5,943 81.7% △ 24 103%
兵 庫 Ｂ 2,241 1,985 256 88.6% 2,002 89.3% △ 1 101%

奈 良 1,447 1,170 277 80.9% 1,131 78.6% △ 17 97%
和 歌 山 1,442 1,167 275 80.9% 1,151 79.3% △ 14 99%

鳥 取 830 629 201 75.8% 632 77.0% △ 19 100%
島 根 1,316 1,065 251 80.9% 1,078 82.4% △ 15 101%
岡 山 3,338 2,696 642 80.8% 2,730 82.0% △ 30 101%

広 島 Ａ 4,428 3,525 903 79.6% 3,540 79.9% △ 42 100%
広 島 Ｂ 3,029 2,638 391 87.1% 2,636 87.0% 4 100%

山 口 2,638 2,121 517 80.4% 2,007 76.6% △ 33 95%
徳 島 1,269 1,124 145 88.6% 1,138 89.6% 4 101%
香 川 1,604 1,443 161 90.0% 1,535 95.6% 4 106%
愛 媛 2,851 2,390 461 83.8% 2,356 82.8% △ 50 99%
高 知 1,589 1,352 237 85.1% 1,221 77.3% △ 104 90%

福 岡 Ａ 3,651 2,993 658 82.0% 2,716 74.2% △ 7 91%
福 岡 Ｂ 8,282 6,655 1,627 80.4% 7,413 89.1% 36 111%
福 岡 Ｃ 2,715 2,156 559 79.4% 2,028 75.4% △ 39 94%

佐 賀 1,248 1,085 163 86.9% 1,050 84.7% △ 14 97%
長 崎 3,819 3,168 651 83.0% 2,880 75.1% △ 17 91%
熊 本 4,103 3,489 614 85.0% 3,595 87.4% △ 57 103%
大 分 2,468 2,064 404 83.6% 1,916 78.6% △ 50 93%
宮 崎 2,174 1,740 434 80.0% 1,613 74.6% △ 24 93%

鹿 児 島 3,220 2,500 720 77.6% 2,387 74.4% △ 16 95%
沖 縄 6,747 5,747 1,000 85.2% 6,295 93.0% 53 110%
全 国 282,168 231,938 50,230 82.2% 241,810 85.8% △ 1,323 104%

 ● タクシー乗務員数の推移（登録実施機関別運転者証交付数の推移）

充足率 =「その時点の運転者証交付数」÷「令和 2（2020）年 3 月 31 日の運転者証交付数」により算出
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つ
い
に
、
イ
ベ
ン
ト
対
応
型

  

日
本
版
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
の
開
始

　

４
月
４
日
の
午
後
１
時
、
静
岡

県
静
岡
市
の
清
水
港
に
着
岸
し
た

大
型
ク
ル
ー
ズ
船
ダ
イ
ヤ
モ
ン

ド
・
プ
リ
ン
セ
ス
号
を
皮
切
り
に
、

タ
ク
シ
ー
事
業
者
に
よ
る
イ
ベ
ン

ト
対
応
型
の
日
本
版
ラ
イ
ド
シ
ェ

ア
の
運
行
が
開
始
さ
れ
た
。

　

私
が
代
表
理
事
を
務
め
る
一
般

社
団
法
人
静
岡
Ｔ
ａ
ａ
Ｓ
で
は
、

一
昨
年
の
10
月
か
ら
静
岡
県
タ
ク

シ
ー
協
会
清
水
支
部
と
連
携
し
て
、

ク
ル
ー
ズ
船
着
岸
時
の
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
客
に
タ
ク
シ
ー
の
チ
ャ
ー
タ

ー
手
配
を
行
っ
て
き
た
が
、
時
に

需
要
が
集
中
し
て
、
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
客
を
長
時
間
待
た
せ
る
事
態
が

発
生
し
た
一
方
で
、
地
域
の
住
民

に
も
、
タ
ク
シ
ー
の
長
時
間
貸
切

に
よ
っ
て
タ
ク
シ
ー
が
一
時
的
に

不
足
し
、
迷
惑
を
か
け

る
状
況
が
発
生
し
た
。

　

そ
う
し
た
問
題
に

対
応
す
る
た
め
、
静
岡

市
に
は
日
本
版
ラ
イ

ド
シ
ェ
ア
運
行
に
向

け
た
要
請
書
の
発
出

を
お
願
い
し
て
い
た

が
、
３
月
中
旬
に
静
岡

運
輸
支
局
か
ら
市
内

タ
ク
シ
ー
会
社
に
対
し
て
ク
ル
ー

ズ
船
寄
港
時
に
お
け
る
一
時
的
な

交
通
空
白
を
埋
め
る
イ
ベ
ン
ト
対

応
型
の
日
本
版
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
が

許
可
さ
れ
た
。

　

不
足
台
数
と
し
て
17
台
の
枠
で

許
可
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
本
欄

の
執
筆
時
点
（
４
月
20
日
）
で
は
、

タ
ク
シ
ー
会
社
に
よ
る
日
本
版
ラ

イ
ド
シ
ェ
ア
の
供
給
台
数
は
１
社

２
台
の
み
だ
。
し
か
し
、
今
後
は

急
速
な
拡
大
が
見
込
ま
れ
る
。

  

報
道
機
関
か
ら
の
注
目

　

清
水
港
で
の
日
本
版
ラ
イ
ド
シ

ェ
ア
の
開
始
当
日
は
、
特
に
出
発

式
な
ど
も
無
く
、
通
常
の
チ
ャ
ー

タ
ー
手
配
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た

も
の
の
、全
国
的
に
も
珍
し
い
、大

型
ク
ル
ー
ズ
船
へ
の
イ
ベ
ン
ト
対

応
型
日
本
版
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
と
い

う
話
題
性
か
ら
か
、
日
本
経
済
新

聞
、
読
売
新
聞
、
静
岡

新
聞
の
新
聞
各
社
、
さ

ら
に
テ
レ
ビ
静
岡
や

静
岡
朝
日
テ
レ
ビ
な

ど
の
地
元
テ
レ
ビ
局

の
取
材
が
あ
り
、
静
岡

Ｔ
ａ
ａ
Ｓ
や
、
日
本
版

ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
の
運

行
会
社
で
あ
る
駿
河

交
通
の
ラ
イ
ド
シ
ェ

ア
運
転
者
も
取
材
の
応
対
に
追
わ

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

当
日
は
、
日
本
版
ラ
イ
ド
シ
ェ

ア
の
許
可
か
ら
間
も
な
い
こ
と
も

あ
り
、
１
台
の
自
家
用
車
と
そ
の

運
転
者
し
か
準
備
が
出
来
て
お
ら

ず
、
報
道
機
関
へ
の
対
応
も
不
十

分
で
は
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
、
そ

の
日
の
取
材
が
逐
次
、
報
道
、
放

映
さ
れ
る
中
で
、
大
き
な
反
響
を

呼
ぶ
こ
と
に
な
っ
た
。

  

日
本
版
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
へ
の

  

認
識
不
足

　

今
回
の
取
材
対
応
と
そ
の
後

の
報
道
の
さ
れ
方
を
見
て
い
る
と
、

「
日
本
版
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
」
と
、
い

わ
ゆ
る
「
海
外
型
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
」

の
違
い
に
関
す
る
認
識
不
足
を
強

く
感
じ
た
。
そ
し
て
、こ
の
こ
と
は

タ
ク
シ
ー
事
業
者
や
タ
ク
シ
ー
乗

務
員
の
中
に
も
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　

報
道
の
中
に
は
、「
静
岡
Ｔ
ａ

ａ
Ｓ
が
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
を
始
め

た
！
」
と
い
う
誤
っ
た
も
の
が

あ
っ
た
り
、
テ
レ
ビ
の
解
説
者
が
、

一
般
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
を
も
っ
と
普

及
さ
せ
る
べ
き
だ
と
主
張
し
た
り
、

今
回
の
イ
ベ
ン
ト
対
応
型
の
「
日

本
版
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
」
の
意
義
を

理
解
し
て
い
な
い
報
道
も
あ
っ
た

り
も
し
た
。
一
方
で
、
静
岡
新
聞

の
記
事
は
か
な
り
丁
寧
な
取
材
を

重
ね
て
く
れ
て
、
正
確
な
報
道
に

な
っ
て
い
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
今
回
の
一
連

の
報
道
の
結
果
は
、
如
何
に
Ｓ
Ｎ

Ｓ
の
時
代
と
は
言
え
、
新
聞
や
テ

レ
ビ
に
よ
る
報
道
の
社
会
的
な
影

響
力
の
強
さ
を
感
じ
る
も
の
と
な

っ
た
。

　

そ
れ
は
、各
社
の
報
道
以
降
、日

本
版
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
の
ド
ラ
イ
バ

ー
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
が
非
常

に
増
え
、
特
に
、
海
外
に
お
い
て

英
語
や
他
の
言
語
で
活
動
し
て
い

た
経
験
の
あ
る
人
が
静
岡
に
戻
り
、

そ
の
語
学
力
を
活
か
し
て
の
副
業
、

或
い
は
社
会
の
役
に
立
ち
た
い
と

い
う
希
望
が
静
岡
Ｔ
ａ
ａ
Ｓ
に
多

く
寄
せ
ら
れ
た
か
ら
だ
。
も
ち
ろ

ん
、
静
岡
Ｔ
ａ
ａ
Ｓ
は
タ
ク
シ
ー

事
業
者
で
は
な
い
し
、
こ
う
し
た

人
た
ち
を
雇
用
す
る
こ
と
も
出
来

な
い
の
で
、
関
係
す
る
タ
ク
シ
ー

会
社
の
担
当
ス
タ
ッ
フ
に
対
応
し

て
も
ら
っ
て
い
る
状
況
だ
。

  

職
業
紹
介
業
の
資
格
取
得

　

こ
れ
ま
で
の
経
緯
上
、
こ
う
し

た
問
い
合
わ
せ
は
静
岡
Ｔ
ａ
ａ
Ｓ

に
寄
せ
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。
特

に
、
イ
ン
バ
ン
ド
客
向
け
の
「
日

本
版
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
・
ド
ラ
イ
バ

清野 吉光（きよの よしみつ） 略歴
1950 年 長野県四賀村生まれ、印刷関係など様々な職業に従事。
1976 年 清水市の日の丸交通入社。1980 年 静岡市内の事務機器セ
ンターに入社。1982 年 システムオリジンを仲間と創業、専務取締
役。1992 年 代表取締役社長就任。2016 年３月 システムオリジン
社長退任。クリアフィールド取締役。2021年５月 一般社団法人静岡
TaaS 代表理事に就任。2025 年１月 （株）静岡 TaaSトラベル設立

清野吉光氏のコラム

団 塊 耕 志 録
第172回

クルーズ船日本版
ライドシェア開始
アメーバブログを始めました！

http://ameblo.jp/ykiyono800
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サイ
トへ
GO
！

タクシー専門求人サイト！

９:00 から 21:00 お問い合わせ受付中 ▶▶ 0120-84-8284

運転
の仕
事 .
 jp

80％以上が未経験者からの応募！ タクシー経験のない人にも分かりやすくサイトで紹介！

COLUMN 清野吉光氏
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ー
」
と
い
う
こ
と
で
は
、
英
語
あ

る
い
は
多
国
語
の
人
材
と
い
う
事

も
あ
っ
て
、
静
岡
Ｔ
ａ
ａ
Ｓ
と
の

業
務
上
の
接
点
も
多
く
、
こ
の
た

め
今
年
１
月
に
設
立
し
、
４
月
８

日
付
で
第
２
種
旅
行
業
の
資
格
を

取
得
し
た
株
式
会
社
静
岡
Ｔ
ａ
ａ

Ｓ
ト
ラ
ベ
ル
に
お
い
て
有
料
職
業

紹
介
業
の
許
可
を
取
得
す
る
予
定

で
、
積
極
的
に
タ
ク
シ
ー
事
業
者

に
向
け
て
「
日
本
版
ラ
イ
ド
シ
ェ

ア
・
ド
ラ
イ
バ
ー
」
の
就
業
斡
旋

を
し
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。

　

ま
た
、「
日
本
版
ラ
イ
ド
シ
ェ

ア
・
ド
ラ
イ
バ
ー
」
だ
け
で
な
く
、

一
般
社
団
法
人
静
岡
Ｔ
ａ
ａ
Ｓ
が

設
立
当
初
か
ら
目
指
し
て
い
た
、

副
業
タ
ク
シ
ー
ド
ラ
イ
バ
ー
（
サ

ブ
ジ
ョ
ブ
・
ド
ラ
イ
バ
ー
）
の
斡

旋
に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
い
。
現

在
の
タ
ク
シ
ー
不
足
は
、
車
両
の

不
足
で
は
な
く
、
乗
務
員
不
足
で

あ
り
、
日
本
版
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
・

ド
ラ
イ
バ
ー
も
サ
ブ
ジ
ョ
ブ
・
ド

ラ
イ
バ
ー
も
、
そ
の
解
決
手
段
で

も
あ
る
。
こ
の
面
で
も
、
タ
ク
シ

ー
業
界
の
お
役
に
立
っ
て
行
き
た

い
と
思
う
。

  

ク
ル
ー
ズ
船
向
け

  

日
本
版
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
の

  

運
用
上
の
課
題

　

４
月
４
日
か
ら
始
め
た
清
水
港

で
の
大
型
ク
ル
ー
ズ
船
向
け
日
本

版
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
の
配
車
が
、
本

日（
４
月
20
日
）で
８
日
目
と
な
る
。

　

そ
の
運
用
の
中
で
、
い
く
つ
か

の
課
題
が
明
ら
か
に
な
っ
て
来
て

い
る
。
一
つ
目
は
、
ど
の
よ
う
に

日
本
版
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
車
両
に
配

車
す
る
か
で
あ
る
。

　

当
初
は
、
待
機
順
に
配
車
さ
れ

る
タ
ク
シ
ー
車
両
と
は
別
に
、
ラ

イ
ド
シ
ェ
ア
車
両
に
は
待
機
し
て

も
ら
い
、
タ
ク
シ
ー
が
無
く
な
っ

た
ら
配
車
す
る
と
い
う
運
用
と
し

て
み
た
が
、
こ
の
運
用
方
法
だ
と
、

船
の
種
類
や
大
き
さ
、
天
候
、
停

泊
時
間
な
ど
の
状
況
に
よ
っ
て
終

日
、
仕
事
が
発
生
し
な
い
可
能
性

が
あ
り
、
そ
れ
で
は
日
本
版
ラ
イ

ド
シ
ェ
ア
・
ド
ラ
イ
バ
ー
の
成
り

手
が
い
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
そ

こ
で
、
タ
ク
シ
ー
協
会
清
水
支
部

と
も
折
衝
し
て
、
通
常
タ
ク
シ
ー

と
同
じ
よ
う
に
順
番
に
ラ
イ
ド
シ

ェ
ア
車
両
も
並
び
、
そ
の
中
で
貸

切
の
配
車
を
受
け
る
形
に
変
更
す

る
こ
と
に
し
た
。
但
し
、
こ
の
場

合
、
た
ま
た
ま
順
番
で
ワ
ン
ウ
エ

イ
の
メ
ー
タ
ー
運
賃
で
の
利
用
者

に
な
っ
た
場
合
に
は
、
乗
車
さ
せ

る
こ
と
が
出
来
ず
、
現
時
点
で
は
、

次
の
車
両
に
ス
キ
ッ
プ
を
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
る
。
ワ
ン
ウ
エ
イ

の
利
用
で
も
事
前
確
定
運
賃
を
適

用
し
て
、
日
本
版
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア

で
運
行
す
る
こ
と
が
出
来
る
の
か
、

ど
う
か
を
検
討
す
る
こ
と
に
し
た
。

　

ま
た
、
二
つ
目
の
課
題
と
し
て

は
、
日
本
版
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
の
運

賃
は
、
現
行
タ
ク
シ
ー
運
賃
と
同

じ
も
の
が
そ
の
ま
ま
適
用
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
際

に
、
何
故
か
普
通
車
、
特
大
車
の

区
分
が
適
用
さ
れ
ず
、
車
種
を
問

わ
ず
に
普
通
車
の
運
賃
が
適
用
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　

例
え
ば
、
ト
ヨ
タ
・
ア
ル
フ
ァ

ー
ド
や
ジ
ャ
ン
ボ
タ
ク
シ
ー
な
ど

の
運
賃
に
は
特
大
車
と
し
て
よ
り

高
い
も
の
が
設
定
さ
れ
て
い
る
が
、

一
方
で
、
日
本
版
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア

の
ド
ラ
イ
バ
ー
が
使
用
す
る
自
家

用
車
が
例
え
ア
ル
フ
ァ
ー
ド
だ
と

し
て
も
、
普
通
車
の
運
賃
が
適
用

さ
れ
る
の
で
、
結
果
と
し
て
同
じ

車
種
に
お
け
る
二
重
運
賃
と
な
り
、

利
用
者
は
そ
の
場
合
、
日
本
版
ラ

イ
ド
シ
ェ
ア
の
車
両
を
優
先
的
に

選
択
す
る
可
能
性
が
あ
り
、
タ
ク

シ
ー
車
両
側
に
不
利
に
働
く
と
の

指
摘
が
あ
っ
た
。

　

日
本
版
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
の
運
賃

に
は
、
タ
ク
シ
ー
と
同
じ
も
の
が

適
用
さ
れ
る
と
い
う
趣
旨
か
ら
す

る
と
、
や
は
り
同
じ
よ
う
に
車
種

（
乗
車
定
員
等
）に
よ
る
運
賃
の
差

も
反
映
す
べ
き
だ
と
思
う
。

以
上
の
２
点
の
運
用
上
の
課
題
は
、

静
岡
運
輸
支
局
の
担
当
者
に
も
相

談
し
、
検
討
し
て
頂
く
こ
と
に
な

っ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
大
型
ク
ル
ー
ズ

船
に
対
す
る
イ
ベ
ン
ト
対
応
型
日

本
版
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
を
、
貸
切
で

の
チ
ャ
ー
タ
ー
で
運
用
す
る
と
い

う
初
め
て
の
試
み
を
し
た
こ
と
に

よ
っ
て
、
新
た
な
課
題
も
判
明
し

て
来
る
。
こ
う
し
た
課
題
を
一
つ

一
つ
、地
元
の
タ
ク
シ
ー
協
会
、乗

務
員
、
行
政
と
の
相
談
、
連
携
の

上
に
解
決
し
て
行
く
こ
と
が
、
日

本
版
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
の
普
及
、
そ

し
て
拡
大
と
な
り
、
利
用
者
利
便

の
向
上
と
交
通
空
白
の
解
消
に
繋

が
る
の
で
は
な
い
か
、
と
思
う
。

（
２
０
２
５
年
４
月
20
日
記
）



　

東
京
大
手
の
大
和
自
動
車
交
通
（
大

塚
一
基
社
長
、
都
内
江
東
区
）
は
４
月

14
日
、
都
内
江
東
区
猿
江
の
グ
ル
ー
プ

本
社
に
お
い
て
、
大
和
自
動
車
交
通
グ

ル
ー
プ
と
し
て
は
初
の
法
人
提
携
個
人

タ
ク
シ
ー
で
あ
る
「
大
和
提
携
個
人
タ

ク
シ
ー
」
の
出
発
式
を
開
催
し
た
。
同

社
乗
務
員
だ
っ
た
林
知
広
氏
が
、
個
人

タ
ク
シ
ー
事
業
者
と
し
て
大
和
自
動
車

交
通
と
業
務
提
携
す
る
。

　

東
京
都
内
に
お
け
る
法
人
提
携
個
人
タ
ク
シ
ー
は
、
同
じ
く
東

京
大
手
の
ｋ
ｍ
国
際
自
動
車
グ
ル
ー
プ
や
日
本
交
通
グ
ル
ー
プ
な

ど
で
取
組
が
進
ん
で
お
り
、
同
日
も
、
日
本
交
通
グ
ル
ー
プ
が
「
台

数
確
保
と
、
乗
務
員
の
新
し
い
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
創
出
の
一
環
」
と

し
て
、
新
た
に
事
業
許
可
を
取
得
し
た
個
人
タ
ク
シ
ー
事
業
者
５

人
（
日
本
交
通
出
身
２
人
、直
営
子
会
社
の
惠
豊
自
動
車
交
通
１
人
、

業
務
提
携
会
社
の
扇
橋
交
通
と
東
京
合
同
自
動
車
が
各
１
人
）
と

の
業
務
提
携
に
よ
る
「
日
交
個
人
タ
ク
シ
ー
」
の
任
命
式
と
出
発

式
を
行
っ
て
い
る
。

大
和
提
携
個
人
タ
ク
シ
ー
の
第
１
号

　

４
月
14
日
に
都
内
江
東
区
猿
江

の
大
和
自
動
車
交
通
グ
ル
ー
プ

本
社
に
お
い
て
、
大
塚
一
基
社

長
、
小
山
哲
男
常
務
ら
も
出
席
し

て
、
大
和
自
動
車
交
通
グ
ル
ー
プ

と
し
て
は
初
の
法
人
提
携
個
人
タ

ク
シ
ー
で
あ
る
「
大
和
提
携
個
人

タ
ク
シ
ー
」
の
出
発
式
を
開
催
し

た
。
同
社
乗
務
員
だ
っ
た
林
知
広

氏
が
、
個
人
タ
ク
シ
ー
事
業
者
と

し
て
大
和
自
動
車
交
通
と
業
務
提

携
す
る
。

　

大
和
提
携
個
人
タ
ク
シ
ー
の

大
和
で
も
法
人
提
携
個
人
タ
ク
が
誕
生

乗
務
員
の
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
と
台
数
確
保
に

t o p i c s

第
１
号
と
な
っ
た
林
知
広
氏
に

花
束
が
贈
呈
さ
れ
た
後
、
林
氏
は

「
大
和
の
看
板
を
汚
さ
な
い
よ
う

に
頑
張
り
た
い
」
と
し
な
が
ら
、

後
進
の
育
成
な
ど
大
和
提
携
個

人
タ
ク
シ
ー
の
今
後
の
取
組
に

も
積
極
的
に
協
力
し
て
い
く
意

向
を
示
し
た
。

　

ま
た
、
大
和
自
動
車
交
通
の
大

塚
社
長
は
、「
乗
務
員
に
と
っ
て

は
、
大
和
提
携
個
人
タ
ク
シ
ー
が

キ
ャ
リ
ア
パ
ス
の
一
つ
と
し
て
新

し
い
働
き
方
に
も
な
る
し
、
大
和

の
タ
ク
シ
ー
が
増
え
て
行
く
新

し
い
や
り
方
だ
と
も
言
え
る
。
一

つ
一
つ
実
績
を
積
み
上
げ
る
こ
と

で
、
こ
の
取
組
に
対
す
る
乗
務
員

の
安
心
や
信
頼
を
培
い
、
そ
の
こ

と
で
拡
が
っ
て
行
く
こ
と
が
出
来

る
の
で
は
な
い
か
」
な
ど
と
す
る

認
識
を
示
し
、「
そ
の
第
１
号
が
、

非
常
に
人
柄
の
良
い
林
氏
で
良

か
っ
た
と
思
っ
て
い
る
。
他
の
乗

務
員
の
見
本
や
目
標
に
な
っ
て
く

れ
る
の
で
は
な
い
か
」
な
ど
と
期

待
を
寄
せ
た
。

　

大
和
自
動
車
交
通
グ
ル
ー
プ
で

は
、
昨
年
度
も
約
30
人
が
個
人
タ

ク
シ
ー
事
業
者
に
な
る
た
め
に
退

社
し
て
お
り
、
そ
う
し
た
乗
務
員

の
受
皿
に
大
和
提
携
個
人
タ
ク

シ
ー
が
な
る
こ
と
の
メ
リ
ッ
ト
も

強
調
し
た
。

　

東
京
大
手
・
大
和
自
動
車
交

通
（
大
塚
一
基
社
長
、
都
内
江

東
区
）
は
、
警
視
庁
田
無
警
察

署
と
提
携
し
て
、
都
内
西
東
京

市
の
「
西
東
京
市
役
所
保
谷
支

所
」
に
お
い
て
４
月
21
日
、
特

殊
詐
欺
防
止
ラ
ッ
ピ
ン
グ
タ
ク

シ
ー
の
披
露
お
よ
び
出
発
式
を

開
催
し
た
。
ラ
ッ
ピ
ン
グ
タ
ク

シ
ー
は
、
西
東
京
市
に
本
社
を

置
く
グ
ル
ー
プ
会
社
の
大
和
交

通
保
谷
の
タ
ク
シ
ー
５
台
に
、

「
詐
欺
犯
人
ぞ
く
ぞ
く
逮
捕
中
!!
」
と
掲
出

し
て
特
殊
詐
欺
に
対
す
る
防
犯
意
識
を
高

め
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

　

当
日
は
、
田
無
警
察
署
の
井
上
郁
署
長
、

大
和
自
動
車
交
通
の
下
田
浩
介
・
執
行
役

員
安
全
管
理
部
長
、
西
東
京
市
防
犯
協
会

の
平
井
勝
代
表
、
さ
ら
に
来
賓
と
し
て
、

西
東
京
市
の
池
澤
隆
史
市
長
が
駆
け
付
け

て
挨
拶
し
た
。

　

大
和
自
動
車
交
通
の
下
田
・
執
行
役
員

安
全
管
理
部
長
は
、「
地
域
貢
献
の
一
環
と

し
て
防
犯
意
識
の
向
上
に
、
さ
ら
に
寄
与

で
き
れ
ば
」
な
ど
と
述
べ
た
。

大
和
が
特
殊
詐
欺
防
止
の
ラ
ッ
ピ
ン
グ

西
東
京
市
で
披
露
お
よ
び
出
発
式
開
催

t o p i c s
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編
集
後
記

　

４
月
17
日
に
、
大
阪
・
関
西
万
博

に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
い
く
つ
か
の

パ
ビ
リ
オ
ン
を
見
て
回
り
ま
し
た

が
、
パ
ビ
リ
オ
ン
の
数
も
多
く
、
半

日
で
は
無
理
、
と
い
っ
た
感
じ
で
し

た
。
一
方
で
、
一
度
訪
れ
る
と
、「
万

博
会
場
と
は
、ど
う
い
う
と
こ
ろ
か
」

と
い
う
の
が
理
解
で
き
る
の
で
、
や

は
り
、
も
う
１
回
は
訪
れ
る
必
要
が

あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。〈
熊
〉

★

　

本
紙
が
２
０
１
８
年
に
「
職
業
病

の
腰
痛
を
タ
ク
シ
ー
ス
ト
レ
ッ
チ

で
改
善
！
」
の
冊
子
を
出
版
し
た
際

に
監
督
・
指
導
と
モ
デ
ル
に
な
っ
た

ス
ト
レ
ッ
チ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の

木
俣
亮
氏
。
23
年
に
は
「
世
界
一

わ
か
り
や
す
い
筋
肉
の
つ
な
が
り

図
鑑
」（
カ
ド
カ
ワ
）
を
、
翌
年
に

同
題
名
の
「
セ
ル
フ
ケ
ア
編
」（
同
）

を
出
版
し
て
、
合
わ
せ
て
15
万
部
超

え
の
解
剖
学
ジ
ャ
ン
ル
の
ベ
ス
ト
エ

ラ
ー
と
な
っ
た
。
そ
の
木
俣
氏
が
、

絵
画
や
彫
刻
の
一
般
公
募
を
行
う
第

１
０
１
回
白
日
会
展
に
「
実
存
を
覆

う
布
」
と
題
し

た
１
０
０
号
サ

イ
ズ
の
大
作
絵

画
を
出
展
し
、

見
事
に
初
入
選

を
果
た
し
ま
し

た
。〈
世
〉

　

関
東
自
動
車
無
線
協
会
東
京
支

部
（
村
澤
儀
雄
支
部
長
）
は
４
月

25
日
、
都
内
新
宿
区
の
「
グ
ラ
ン

ド
ヒ
ル
市
ヶ
谷
」
で
第
51
回
通
常

総
会
を
開
き
、
令
和
６
年
度
事
業

報
告
と
同
決
算
報
告
を
了
承
し
た

ほ
か
、
７
年
度
事
業
計
画
と
同
収

支
予
算
を
承
認
し
た
。

　

ま
た
、
表
彰
が
行
わ
れ
、「
タ
ク

シ
ー
無
線
の
業
務
に
永
年
勤
続
し

て
成
績
優
良
な
る
も
の
」
８
人
を

代
表
し
て
吉
村
哲
也
氏
（
京
王
自

動
車
）、「
タ
ク
シ
ー
無
線
通
信
の
運
用
上
特
に
成
績
優
良
で
且
つ
、

他
の
模
範
と
な
る
も
の
」
10
人
を
代
表
し
て
内
田
憲
法
氏
（
八
王

子
交
通
事
業
）
の
そ
れ
ぞ
れ
に
、
村
澤
支
部
長
か
ら
表
彰
状
が
手

渡
さ
れ
た
。

　

来
賓
と
し
て
、
総
務
省
関
東
総
合
通
信
局
の
棚
田
剛
・
無
線
通

信
部
長
、
東
京
運
輸
支
局
の
織
田
陽
一
支
局
長
、
警
視
庁
地
域
部

の
林
哲
也
理
事
官
、
関
東
自
動
車
無
線
協
会
の
高
野
公
秀
会
長
ら

が
祝
辞
を
述
べ
た
。

村
澤
支
部
長
が
冒
頭
あ
い
さ
つ

　

冒
頭
の
挨
拶
で
、
村
澤
支
部
長

（
東
京
無
線
理
事
長
、
日
本
自
動

車
交
通
社
長
）
は
、「
ち
ょ
う
ど

３
年
前
の
10
月
に
な
る
が
、
東
京

業
界
（
特
別
区
・
武
三
地
区
）
で

は
15
年
ぶ
り
と
な
る
運
賃
改
定
が

認
可
と
な
り
、
乗
務
員
の
賃
金
も

上
が
っ
た
」
と
し
な
が
ら
、「
こ

の
２
〜
３
カ
月
の
状
況
を
み
る

と
、
物
価
は
上
昇
し
、
実
質
の
手

取
額
は
減
っ
て
い
る
と
い
う
現
状

関
自
無
協
東
京
が
第
51
回
通
常
総
会

新
年
度
事
業
計
画
と
同
予
算
を
決
め
る

t o p i c s

が
あ
り
、
東
京
の
タ
ク
シ
ー
の
運

賃
改
定
も
、
も
う
１
回
や
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
、
と
私
も
思
っ
て

い
る
と
こ
ろ
で
、（
運
賃
改
定
に

向
け
て
）
東
京
業
界
と
し
て
も
少

し
ず
つ
動
い
て
い
る
も
の
と
認
識

し
て
い
る
」
な
ど
と
し
た
。

在
宅
で
の
テ
レ
ワ
ー
ク
配
車
の
推
進

　

ま
た
、
村
澤
支
部

長
は
、
都
内
タ
ク
シ
ー

関
す
る
各
種
指
標
を

挙
げ
な
が
ら
「
需
給

バ
ラ
ン
ス
は
取
れ
て

い
る
の
で
は
な
い
か
」

と
指
摘
し
た
上
で
、

「
供
給
過
多
は
、
経
済

生
産
性
を
著
し
く
低

下
さ
せ
る
。
需
給
調

整
は
、
ど
う
し
て
も

必
要
な
も
の
だ
」
と

し
、
タ
ク
シ
ー
に
も

同
様
の
こ
と
が
言
え

る
と
し
た
。

　

そ
し
て
、「
関
自
無

協
東
京
支
部
で
取
り

ま
と
め
た
タ
ク
シ
ー

無
線
実
績
を
見
る

と
、
令
和
６
年
度
は

年
間
４
８
７
３
万
回

で
、
前
年
度
対
比
１

１
８
％
と
な
っ
て
い

る
。
前
々
年
度
対
比
で
は
１
４

３
％
と
、
素
晴
ら
し
い
実
績
数
字

と
な
っ
て
い
る
。そ
う
し
た
中
で
、

タ
ク
シ
ー
乗
車
効
率
の
向
上
や
無

線
配
車
の
さ
ら
な
る
技
術
刷
新
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。
一
部
の
無
線

グ
ル
ー
プ
で
は
、（
ス
マ
ホ
ア
プ

リ
配
車
や
Ｉ
Ｖ
Ｒ
配
車
な
ど
）
無

線
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
と
い
う
人
が
介

在
し
な
い
配
車
が
全

配
車
の
７
割
を
超
え

て
い
る
」
な
ど
と
指

摘
し
た
一
方
で
、
高

齢
者
対
応
な
ど
で
の

無
線
オ
ペ
レ
ー
タ
ー

の
必
要
性
も
強
調

し
、
在
宅
で
の
テ
レ

ワ
ー
ク
配
車
の
推
進

も
呼
び
掛
け
た
。

　

さ
ら
に
、
村
澤
支

部
長
は
、
都
内
で
は

自
営
無
線
の
使
命
は

そ
ろ
そ
ろ
終
わ
り
に

近
付
い
て
い
る
、
と

の
認
識
を
示
し
た
上

で
、
東
京
ス
カ
イ
ツ

リ
ー
集
中
基
地
局
も

２
０
３
２
年
３
月
に

廃
止
す
る
と
い
う
方

向
で
準
備
を
進
め
て

い
る
、
な
ど
と
説
明

し
た
。
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